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Volume

実
質
公
債
費
比
率
21
・
７
㌫
！

　
　
　

早
期
健
全
化
団
体
脱
却
を
達
成

平成23年10月25日発行

マテリアル・クインテットの演奏による児童生徒芸術鑑賞会（10月 5日）
こどもたちがトランペットに挑戦！



なかとんべつ町議会だより１７４号 ２

財政の早期健全化完了を報告

第３回
定例会
第３回
定例会

人
口
減
少
の
歯
止
め
対
策
、
歯
科
診
療
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

　

一
般
質
問
答
弁
へ
の
対
応
、
海
外
資
本
に
よ
る
森
林
取
得
問
題

　
　

医
師
養
成
費
貸
付
金
返
還
請
求
訴
訟
、
町
職
員
の
綱
紀
粛
正

　
　
　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
矛
盾
な
ど
７
議
員
が
一
般
質
問

　平成２３年第３回定例会が、９月１２日から１４日まで３日間の
会期で開かれました。
　初日の行政報告で野邑町長は、平成２３年度普通交付税について、
国の算定基準によれば、国勢調査による人口減、公債費の減などが
要因で20億９千993万円（前年度比３千953万円・1.8㌫減）になると
報告。米屋教育長からは、地方教育行政法に基づき毎年作成される
「教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価報告」を
議会に提出したとの報告がありました。
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）
に基づく健全化判断比率、資金不足比率等の報告では、本町は平成
２２年度決算で実質公債費比率が21.7㌫まで低下。健全化判断基準
の25.0㌫を下回り、平成２０年度以来２年ぶりに財政健全化団体
（早期健全化団体）から脱却したことが明らかになりました。
　前国保病院長に対する訴訟（反訴）の提起と訴訟費用を計上した
一般会計補正予算は、いきいきふるさと常任委員会に付託。常任委
員会とその後の本会議でも反訴の提起では、賛否が分かれ、補正予
算案にも修正案が提出されましたが、いずれも賛成多数で原案通り
可決されました。
　平成２２年度一般会計ほか、８会計の決算は、全議員で構成する
「決算審査特別委員会」（東海林繁幸委員長）に付託され、会期中
に審査を行い、すべて認定されました。
　定例会の最終日に、いきいきふるさと常任委員長が、公正証書を
作成していなかった行政責任の所在と連帯保証人から未回収貸付金
の早期弁済を求めることを主な内容とする「医師養成費貸付金返還
請求訴訟（反訴）にかかる決議」を発議し、全会一致で可決されま
した。

実質公債費比率21.7㌫、将来負担比率23.0㌫に縮減



なかとんべつ町議会だより１７４号３

○ 

報
告
第
７
号　

平
成
22
年
度
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告

○ 

報
告
第
８
号　

平
成
22
年
度
資
金
不
足
比
率
の
報
告

○ 

報
告
第
９
号　

財
政
健
全
化
計
画
の
完
了
報
告

○ 
議
案
第
45
号　

後
期
高
齢
者
の
見
舞
金
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 
議
案
第
46
号　

子
宮
頸
が
ん
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）
及
び
小
児
用
肺
炎
球
菌

　

 
予
防
接
種
費
用
助
成
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
47
号　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
48
号　

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
費
用
助
成
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
49
号　

新
規
就
農
者
誘
致
特
別
措
置
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
51
号　

訴
訟
（
反
訴
）
の
提
起

○ 

議
案
第
52
号　

平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
50
号　

公
共
下
水
道
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
53
号　

平
成
23
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
54
号　

平
成
23
年
度
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
55
号　

平
成
23
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
56
号　

定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
の
締
結

○ 

認
定
第
１
号
〜
第
９
号　

平
成
22
年
度
各
会
計
（
一
般
会
計
、
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計
、

　

 

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
、

　

 

水
道
事
業
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医

　

 

療
事
業
特
別
会
計
）
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○ 

発
議
第
４
号　

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
施
策
の
積
極
的
な
展
開
に
関
す
る
意
見
書

○ 

発
議
第
５
号　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
た
大
規
模
災
害
対
策
を
求
め
る
意
見
書

○ 

発
議
第
６
号　

平
成
24
年
度
農
業
予
算
編
成
な
ら
び
に
税
制
改
正
に
関
す
る
意
見
書

○ 

請
願
第
１
号　

平
成
24
年
度
農
業
予
算
編
成
な
ら
び
に
税
制
改
正
に
関
す
る
請
願

○ 

発
議
第
７
号　

医
師
養
成
費
貸
付
金
返
還
請
求
訴
訟
（
反
訴
）
に
か
か
る
決
議

　　　　　　　　　　　　　　中頓別町議会議長を三期１２年にわたり務めた石神忠信さんが、
　　　　　　　　　　　　　１０月５日、全国町村会館（東京都千代田区永田町）で開かれた、
　　　　　　　　　　　　　平成２３年度市町村長、都道府県議会議長及び市町村議会議長総務
　　　　　　　　　　　　　大臣表彰式で表彰されました。
　　　　　　　　　　　　　　今年度は、全国から、市長６人のほか、町村長９人、都道府県議
　　　　　　　　　　　　　会議長１人、町村議会議長１０人のあわせて２６人が表彰されてい
　　　　　　　　　　　　　ます。
　　　　　　　　　　　　　　式典は、黄川田徹・総務副大臣からの式辞に続き、市長、町村長、
　　　　　　　　　　　　　都道府県議会議長、町村議会議長の代表者にそれぞれ表彰状と記念
　　　　　　　　　　　　　品が授与されました。
　表彰式には出席できなかったものの、石神さんは、「長年にわたる議員活動の集大成として頂
戴した気がする。これまで支えてくれた家族、同僚議員、町民のみなさまに感謝したい」と喜び
を語りました。

第３回定例会で
　　　　決まりました

石 神 前 議 長 に 総 務 大 臣 表 彰

議
決
結
果
の
一
覧

第３回定例会で
　　　　決まりました



なかとんべつ町議会だより１７４号 ４

こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
人
口
減
少
の
歯
止
め
対
策
、
歯
科
診
療
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
一
般
質
問
答
弁
へ
の
対
応
、
海
外

資
本
に
よ
る
森
林
取
得
問
題
、
医
師
養
成
費
貸
付
金
返
還
請
求
訴
訟
、
町
職
員
の
綱
紀
粛
正
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
矛
盾

な
ど
、
７
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。町の水道水資源守る手立ては!?

山 本 得 惠

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

外
国
人
に
限
ら
ず
、
水
資
源
や
生
物
多
様
性
、
危
機
管
理
に

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
土
地
取
得
へ
の
新
た
な
規
制
に
つ
い

て
は
、
国
、
都
道
府
県
と
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　

本
町
は
、
水
源
の
集
水
区
域
が
す
べ
て
国
有
林
内
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
水
資
源
に
関
す
る
問
題
が
直
ち
に
生
じ
る
こ
と
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

下
限
面
積
に
つ
い
て
、
細
か
く
分
散
し
て
最
終
的
に
一
定
の

面
積
を
取
得
で
き
る
よ
う
な
法
体
系
で
は
い
け
な
い
と
考
え
て

い
る
。
集
水
区
域
が
最
終
的
に
外
国
資
本
等
に
取
得
さ
れ
な
い

よ
う
な
対
応
を
考
え
た
い
。

　

小
林
産
業
建
設
課
参
事

答　

森
林
に
限
定
し
た
地
籍
図
は
な
い
が
、
森
林
も
含
め
た
土
地

の
地
籍
図
は
完
成
し
て
い
る
。

　

森
林
施
業
計
画
の
認
定
を
行
っ
て
い
る
森
林
所
有
者
は
、
森

林
組
合
を
通
じ
て
相
続
に
よ
る
継
承
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
そ
れ
以
外
の
方
は
、
現
時
点
で
相
続
の
把
握
は
し
て
お
ら

ず
、
連
絡
が
と
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。

　

海
外
資
本
に
よ
る
森
林
取
得
に
つ
い
て

問　

近
年
、
中
国
な
ど
の
海
外
資
本
に
よ
る
大
規

模
な
森
林
取
得
が
問
題
と
な
り
、
道
は
、
道
内

の
水
資
源
や
生
物
多
様
性
の
保
全
、
道
民
の
安

全
、
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら

森
林
売
買
に
関
す
る
条
例
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
道
は
、
規
制
対
象
と
な
る
売
買
を
一

定
面
積
以
上
に
限
定
す
る
方
針
を
示
し
た
が
、

そ
の
後
の
市
町
村
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
下
限
以
下

の
面
積
に
分
割
し
て
取
引
が
行
わ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
な
ど
と
し
て
約
８
割
の
市
町
村
が
下
限

面
積
を
定
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
回
答
し
た
。

こ
の
た
め
、
自
治
体
ご
と
に
定
め
る
こ
と
に
し

た
と
報
道
さ
れ
た
が
、
本
町
は
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

本
町
全
体
の
面
積
の
84
％
が
森
林
で
あ
る
。

こ
の
中
の
27
％
が
民
有
林
と
な
っ
て
い
る
が
、

森
林
の
地
籍
図
が
完
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
所
有
権
相
続
権
利
者
と
連
絡
が
と
れ
て
い

る
の
か
伺
う
。

中頓別町の水道水源である浄水場取水口付近。上流部には国有林が広がる。
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「検討する」答弁のその後は？
東海林 繁 幸

　

一
般
質
問
答
弁
に
責
任
を
！

問　

定
例
議
会
に
お
け
る
一
般
質
問
で
は
、
「
今
後
検
討

す
る
」
と
の
答
弁
が
多
い
。
こ
れ
ま
で
は
、
そ
の
後
の

状
況
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
実

現
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
理

由
を
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
と
思
う
。

　

こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
は
、
町
と
議
会
と
の
信
頼
関

係
を
高
め
る
こ
と
に
弊
害
が
あ
る
の
で
、
次
回
の
議
会

で
検
討
経
過
と
結
果
を
報
告
す
る
シ
ス
テ
ム
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　

３
月
、
６
月
議
会
の
答
弁
で
今
後
検
討
す
る
と
し
た

も
の
は
、
ど
う
な
っ
た
の
か
。

　

野
邑
町
長

答　

検
討
の
経
過
、
結
果
に
つ
い
て
行
政
報
告
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

　

小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

答　

３
月
議
会
で
の
厚
生
園
の
新
体
系
移
行
後
就
労
の
場
の
検
討
に
関
し

て
、
南
宗
谷
福
祉
会
に
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
対
策
事
業
を
継
続
し

て
委
託
し
て
い
る
。
現
在
は
、
今
年
４
月
に
設
置
さ
れ
、
農
園
事
業
を

中
心
に
展
開
し
て
い
る
多
機
能
型
事
業
所
「
Ｄ
Ｏ
」
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
中
心
に
体
制
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

石
川
保
健
福
祉
課
長

答　

３
月
議
会
で
星
川
議
員
か
ら
質
問
が
あ
っ
た
高
齢
者
の
通
院
手
段
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
バ
ス
路
線
以
外
の
住
民
の
方
々
の
通
院
状
況
や
タ

ク
シ
ー
運
行
者
か
ら
の
聞
き
取
り
、
ハ
イ
ヤ
ー
券
の
地
区
別
利
用
状
況

な
ど
を
調
査
し
た
が
、
様
々
な
意
見
や
要
望
が
あ
る
。
大
変
難
し
い
課

題
で
あ
り
、
今
後
関
係
す
る
課
で
連
携
の
上
、
効
果
的
な
対
策
を
検
討

し
た
い
。

　

青
木
教
育
次
長

答　

３
月
議
会
で
の
こ
ど
も
館
の
教
育
的
効
果
を
高
め
る
運
営
の
方
向
性

の
検
討
に
つ
い
て
、
こ
ど
も
園
、
小
学
校
と
情
報
交
換
を
行
い
、
両
者

の
円
滑
な
接
続
に
向
け
て
具
体
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
の
人
間
性
、
心
を
育
て
る
努
力
を
一
緒
に
取
り
組
め
る
よ

う
保
護
者
に
働
き
か
け
を
強
め
て
い
き
た
い
。

　

中
原
産
業
建
設
課
長

答　

６
月
議
会
で
の
ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
周
辺
の
廃
屋
の
撤
去
推
進
の
検
討

に
つ
い
て
、
温
泉
周
辺
の
家
屋
の
所
有
者
に
対
し
、
解
体
し
て
い
た
だ

く
よ
う
要
請
し
た
と
こ
ろ
、
所
有
者
も
解
体
す
る
意
思
が
あ
り
、
早
期

実
施
を
お
願
い
し
た
。

　

小
林
産
業
建
設
課
参
事

答　

６
月
議
会
で
の
エ
ゾ
シ
カ
の
最
終
残
滓
（
し
）
処
分
が
で
き
る
焼
却

施
設
の
建
設
に
関
し
て
は
、
南
宗
谷
４
町
村
の
理
事
者
の
了
解
が
得
ら

れ
た
。
９
月
中
に
南
宗
谷
鳥
獣
担
当
課
長
会
議
を
招
集
し
、
一
般
廃
棄

物
処
理
担
当
者
を
主
体
と
し
た
具
体
的
な
施
設
設
備
の
検
討
を
進
め
る
。

ピ
ン
ネ
シ
リ
温
泉
周
辺
の
廃
屋
撤
去
を

ホームページで議事録などを公開しています
　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、
定例会の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進み
ご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。



なかとんべつ町議会だより１７４号 ６

照明と除雪でふれあい
スポーツ広場の利活用
を！

本 多 夕紀江

　

球
場
周
囲
の
夜
間
点
灯
と
除
雪
を

問　

健
康
の
た
め
、
仕
事
の
後
、
野
球
場
の
周
り
を
歩
き
た
い
、

お
年
寄
り
か
ら
は
、
冬
は
他
に
安
心
し
て
歩
け
る
と
こ
ろ
が

な
い
の
で
フ
ェ
ン
ス
の
周
囲
を
除
雪
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が

多
数
聴
か
れ
る
。

　

前
は
使
っ
て
い
た
防
犯
灯
を
夏
季
の
８
時
か
９
時
位
ま
で

灯
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

１
億
数
千
万
円
も
の
税
金
が
つ
ぎ
込
ま
れ
た
施
設
で
あ
り
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
町
民
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
工
夫
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

青
木
教
育
次
長

答　

経
費
節
減
と
し
て
、
防
犯
灯
を
つ
け
な
く
な
っ
て
か
ら
相

当
年
数
が
た
っ
て
い
る
。
電
気
に
つ
い
て
は
、
現
在
３
カ
所

で
漏
電
し
て
お
り
、
す
ぐ
使
え
る
状
況
に
は
な
い
。
年
間
通

じ
て
基
本
料
金
は
払
っ
て
い
る
が
、
い
く
ら
に
な
る
か
は
、

今
後
試
算
し
た
い
。
タ
イ
マ
ー
式
で
、
一
定
時
間
の
対
応
は

可
能
だ
が
、
夜
間
点
灯
及
び
降
雪
期
の
除
雪
の
考
え
は
な
い

の
で
、
利
用
可
能
な
範
囲
で
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
教
育

委
員
会
あ
る
い
は
担
当
者
に
具
体
的
に
利
用
し
た
い
と
の
声

が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
交
通
安
全
上
の
問

題
や
転
倒
、
寒
さ
、
降
雪
に
よ
る
歩
き
づ
ら
さ
な
ど
様
々
な

課
題
が
多
い
の
で
、
冬
は
歩
く
ス
キ
ー
に
よ
る
体
力
づ
く
り

が
考
え
ら
れ
る
。
安
全
な
歩
く
ス
キ
ー
の
指
導
等
の
要
望
に

応
え
て
い
き
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
町
民
が
身
近
な
範
囲
で
運

動
、
健
康
維
持
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
た
い
。
費
用
対

効
果
も
考
慮
し
、
保
健
福
祉
課
等
と
の
連
携
も
進
め
た
い
。

問　総合計画に位置付けを！
　今のような歯科診療所の入口、玄
関、トイレでは大変不便、不都合で
ある。車いすや高齢者、障害者の方
々が他人の手をかりないと利用でき
ないような公共の施設はいち早く改
善すべきである。住民の中には、足
腰が悪くて歩くのがやっとの人、車
いすでの移動をするしかない人がた
くさんいる。要望とか意見を待つま
でもない。はっきりした目的もない
のに公共施設整備等基金に２億５千
万円積んでいる。来年度予算でバリ
アフリー化をすべきである。少なく
とも来年度スタートの第７期総合計
画の早い時期に計画すべきではない
か。

答　石川保健福祉課長
　現在歯科診療所玄関前は高齢者や障害者ができる
だけ利用しやすいようスロープを設置し、車いすの
高さで呼び鈴を設置する対応をしている。バリアフ
リー化には相当の財源も必要になり、これまで同様、
歯科診療所職員のご協力をいただき対応したい。９
月に入りアンケート箱に、入口が狭く段差があり、
板が不安定で危ないので改善していただきたいとい
う１件の要望があった。現段階で増改築の計画はな
いが、入口に対しての要望には、どんな方法で改善
できるか検討したい。
答　野邑町長
　私どもには、様々な方からの意見が届かない。町
民の人たちに不便があれば、直接言っていただいて、
いち早くそれに対応したい。
　来年度すぐの実施については、なかなか難しいが、
改修にある程度のお金をかけてこれから何十年も利
用するのがいいのか、広い場所に改築をして利用し
てもらうのがいいのか、もう少し検討する時間をい
ただきたい。

歯
科
診
療
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
早
急
に
！

本

多

夕
紀
江



なかとんべつ町議会だより１７４号７

　

国
勢
調
査
に
よ
る
財
政
へ
の
影
響
は

問

人口減少歯止め対策から増加へつなげる政策へ

　

人
口
は
１
９
５
０
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の
後
ど
ん
ど
ん

減
少
し
て
い
る
。
高
齢
化
も
進
み
、
人
口
の
約
４
割
が
高
齢
者

と
な
っ
て
い
る
。
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
は
、
地
方
交
付
税
交

付
金
の
算
定
基
準
と
し
て
使
わ
れ
る
が
、
人
口
減
少
が
本
町
の

財
政
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
今
後
人
口
の
減
少
を
食
い
と
め
、
さ
ら
に
は
人
口
を

増
加
さ
せ
る
た
め
に
地
域
の
実
態
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
新
た
な

地
域
の
あ
り
方
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
町
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
町
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

遠
藤
総
務
課
長

答　

昨
年
度
実
施
さ
れ
た
国
勢
調
査
に
よ
り
人
口
が
（
４
年
間
で
）

３
１
４
名
減
少
し
て
お
り
、
今
年
度
の
地
方
交
付
税
へ
の
影
響

額
は
、
概
ね
８
千
８
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

野
邑
町
長

答　

本
町
の
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
今
ま
で
も
公
共
事
業
の
確

保
、
子
供
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
の
対
策
、
産
業

の
振
興
、
高
齢
者
等
の
福
祉
対
策
な
ど
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
通
し

て
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
努
力
を
し
て
き
た
が
、
結
果

的
に
は
５
年
間
で
３
０
０
人
を
超
え
る
人
口
が
減
少
し
た
。

　

人
口
減
少
は
様
々
な
と
こ
ろ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
で
、

今
後
は
今
ま
で
の
政
策
を
続
け
る
と
同
時
に
、
第
７
期
総
合
計

画
の
中
で
、
一
つ
の
例
と
し
て
、
農
業
協
同
組
合
、
商
工
会
、

建
設
業
界
、
森
林
組
合
、
福
祉
法
人
等
々
の
代
表
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
な
が
ら
定
住
促
進
や
雇
用
の
拡
大
等
の
議
論
を
行
い
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
き
た
い
。

細 谷 久 雄

問　児童生徒の体力低下していないか
　本町でだれもが健康で安心して暮らし、生きが
いがある人生を営むためにはスポーツを通じての
体力づくりが重要と考える。本町のスポーツ人口
の拡大を図るためにも指導者等の養成と誰もが気
軽に参加し、快適な運動ができる環境づくりに努
める必要がある。
　町内小中学生の体力、運動能力が低下している
と聞いている。
　低学年から長期的視野で運動に親しみ、体力づ
くりを日常化させていくことが課題であると考え、
体力、運動能力の実態を伺う。

答　野邑町長
　本町では、平成元年に「いきいき
スポーツ推進の町」を宣言し、町民
が何がしかのスポーツを楽しんでい
ただくよう現在まで教育委員会と連
携を図りながら取り組みを進めてき
た。
　今後も町民の意向を踏まえ、教育
委員会のスポーツに対する方向性と
連携を図りたい。
答　米屋教育長
　学校での体育授業の取り組みにお
ける生徒、児童の理解向上も必要と
感じているが、そのためには、家庭、
保護者のわが子に対する働きかけが
大切と感じている。

ス
ポ
ー
ツ
人
口
拡
大
し
健
康
な
町
づ
く
り
を

細

谷

久

雄



なかとんべつ町議会だより１７４号 ８

職員の懲戒処分は適正か！
不祥事の再発防止を

柳 澤 雅 宏

　

町
職
員
の
綱
紀
粛
正
に
つ
い
て

問　

綱
紀
と
は
、
町
民
の
公
僕
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と
職
責
を
全
う
す
る

責
任
感
、
守
る
べ
き
秩
序
を
言
い
、
粛
正
と
は
厳
し
く
取
り
締
ま
り
、

不
正
を
正
す
こ
と
を
い
う
が
、
町
職
員
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
。
観
光

協
会
、
振
興
公
社
な
ど
、
町
の
指
定
管
理
者
で
も
過
去
に
不
祥
事
が
あ

っ
た
が
、
そ
の
事
実
が
公
に
さ
れ
ず
、
町
民
の
不
信
感
を
招
い
て
い
る
。

　

総
務
省
の
通
知
で
は
、
地
方
公
務
員
に
違
法
行
為
や
服
務
規
律
違
反

が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
実
情
を
調
査
し
、
事
案
に
即
し
て
懲
戒

処
分
や
刑
事
告
発
を
含
め
た
厳
正
な
措
置
を
採
る
と
と
も
に
、
住
民
へ

の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
町
職
員
に
よ
る
傷
害
事

件
、
飲
酒
運
転
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
事
実
関
係
と
処
分
内
容
を
伺
う
。

　

も
し
、
酒
酔
い
運
転
な
ら
、
基
準
で
は
免
職
又
は
停
職
に
な
る
が
、

処
分
は
適
正
か
。
町
民
に
は
、
条
例
に
基
づ
き
速
や
か
に
事
実
を
公
表

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

遠
藤
総
務
課
長

答　

職
員
に
対
し
て
は
、
公
金
の
取
扱
い
、
公
共
工
事
の
入
札
事
務
の
透

明
性
、
公
平
性
の
確
保
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
や
各
種
選
挙
に
お
け
る
服

務
規
律
に
関
し
て
、
地
方
公
務
員
と
し
て
の
立
場
を
わ
き
ま
え
た
行
動

を
執
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
当
然
、
違
法
行
為
や
服
務
規
律
違
反
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
即
座
に
実
態
調
査
を
行
っ
た
上
で
報
告
書
が
提
出

さ
れ
、
そ
の
内
容
に
よ
り
懲
戒
処
分
等
の
措
置
を
執
っ
て
い
る
。

　

「
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、

公
表
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
の
程
度
と
す
べ
き
か
、
他
町
村
の

例
も
参
考
に
早
急
に
検
討
し
た
い
。

　

野
邑
町
長

答　

７
月
26
日
深
夜
近
く
に
町
職
員
に
よ
る
傷
害
事
件
が
あ
り
、
女
性
が

怪
我
を
負
っ
た
。
そ
の
際
、
本
人
が
飲
酒
運
転
を
認
め
た
。
公
表
に
つ

い
て
は
、
広
報
等
で
行
う
べ
き
か
検
討
さ
せ
て
い
る
。
町
民
か
ら
、
停

職
一
ヶ
月
の
懲
戒
処
分
が
軽
い
、
生
ぬ
る
い
と
判
断
さ
れ
て
も
い
た
し

か
た
な
い
。
処
分
を
決
め
た
の
は
私
で
あ
り
、
妥
当
と
判
断
し
た
。

問　財政不安はないか
　本町は、実質公債費比率が25%を
超え、早期健全化団体になったが、
平成22年度決算をもって脱却できる
ことになった。
　国の向こう３ヵ年の中期財政フレ
ームでは、10兆円を超える東日本大
震災の復興予算は別枠としているが、
本町の財政に不安はないか。
　野田総理は、財務大臣時代に地方
交付税の減額に言及しており、今後、
交付税が減らされるかもしれない。
再び早期健全化団体に戻ることのな
いような財政運営を心がけるべきで
はないか。また、財政再建のために
は、今後とも各課が連携して行財政
改革に努める必要があると思うが、
町長の考えを伺う。

答　野邑町長
　政府は、８月１２日に経済財政の中長期試算を
発表。併せて中期財政フレームを閣議決定した。
　この中で、２０１２年度から３年間、厳しい地
方財政に配慮し、自治体が自由に使える一般財源
の総額を前年度の水準を下回らないようにすると
明記。さらに、来年度予算概算要求の方針で全省
庁に前年度予算額に対し１割削減を指示。地方交
付税はこの対象外とされたが、今後も政府方針を
注視したい。
　三位一体改革で本町でも５億円の交付税が減ら
されて以来、一部は復活したが、国も大きな借金
を抱えており、地方にお金をどんどん配分する時
代は終わった。次代の町政のために無駄なお金の
使い方、過大な事業はせず、質素な財政運営をし
たい。職員にも町の財政状況を把握させ、最小の
経費で最大の効果を生むようにさせたい。今後と
も財政健全化を最優先の課題として、心引きしめ
て財政運営にあたりたい。

大
震
災
復
興
、
町
財
政
に
影
響
し
な
い
か
！

柳

澤

雅

宏



なかとんべつ町議会だより１７４号９

　

医
師
養
成
費
貸
付
金
返
還
請
求
訴
訟
（
反
訴
）
に
つ
い
て

問

連帯保証人からの早期弁済で
　　　　　本町医療の信頼回復を

　

医
師
養
成
費
貸
付
金
問
題
に
つ
い
て
、
契
約
書
で
は
、
返
済
が
滞
っ
た
場

合
に
給
与
な
ど
を
裁
判
所
の
判
決
な
し
に
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る

「
公
正
証
書
」
が
作
成
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、
こ
れ
を
取
っ
て
い
な
か
っ
た
町

の
責
任
を
認
め
、
連
帯
保
証
人
に
非
を
詫
び
る
気
持
ち
は
あ
る
か
。

　

ま
た
、
４
名
の
連
帯
保
証
人
か
ら
の
預
託
金
９
６
０
万
円
も
平
成
13
年
に

野
邑
町
長
が
す
べ
て
返
還
し
て
し
ま
い
、
金
銭
の
担
保
も
失
わ
れ
て
い
る
の

が
法
廷
で
争
う
原
因
で
あ
る
。
残
る
は
、
連
帯
保
証
人
か
ら
の
直
接
返
済
だ

が
、
そ
の
中
に
、
町
長
後
援
会
の
役
員
、
前
院
長
の
親
族
も
い
る
。
契
約
書

ど
お
り
、
未
償
還
額
８
０
６
万
円
を
弁
済
す
る
意
思
を
確
認
し
て
い
る
か
。

こ
ち
ら
か
ら
訴
え
る
反
訴
の
費
用
を
町
民
の
税
金
で
賄
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

住
民
監
査
請
求
、
訴
訟
に
発
展
す
る
可
能
性
も
あ
り
、
寄
付
行
為
に
触
れ
ぬ

よ
う
町
長
や
議
員
が
退
職
し
て
か
ら
負
担
す
る
方
法
も
あ
る
。
反
訴
は
、
本

町
医
療
の
信
頼
を
回
復
す
る
妨
げ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

野
邑
町
長

答　

今
回
の
訴
訟
は
、
本
年
４
月
22
日
付
け
で
、
「
債
務
不
存
在
確
認
請
求
事

件
」
と
し
て
町
が
訴
え
ら
れ
、
町
側
が
勝
訴
し
て
も
強
制
的
に
給
与
等
の
差

押
が
で
き
な
い
と
の
弁
護
士
の
指
導
か
ら
、
相
手
側
の
返
済
義
務
の
確
認
、

強
制
力
の
あ
る
対
応
を
と
る
た
め
の
反
訴
で
あ
る
。

　

公
正
証
書
の
未
作
成
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
病
院
事
務
長
や
町
長
も
含
め
、

町
に
責
任
が
あ
る
。
預
託
金
は
、
本
人
か
ら
返
還
の
確
約
書
を
と
っ
た
と
き

に
連
帯
保
証
人
に
返
還
し
た
。
連
帯
保
証
人
の
う
ち
一
名
は
死
亡
。
一
名
は

病
気
で
あ
る
。
残
る
二
人
に
は
、
二
度
お
会
い
し
て
依
頼
し
て
い
る
が
、
現

段
階
で
は
返
済
さ
れ
て
い
な
い
。
連
帯
保
証
人
が
後
援
会
の
主
な
役
員
と
の

理
由
で
、
義
務
を
免
除
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
本
人
か
ら
の
返
済
が
難
し
け

れ
ば
連
帯
保
証
人
か
ら
返
し
て
も
ら
う
の
が
、
本
来
の
し
く
み
で
あ
り
守
っ

て
い
き
た
い
。
相
手
か
ら
の
訴
訟
で
は
、
町
長
と
し
て
被
告
で
あ
り
、
責
任

が
あ
る
。
責
任
の
取
り
方
は
、
反
訴
で
勝
つ
こ
と
と
考
え
る
。
訴
訟
費
用
は
、

勝
て
れ
ば
相
手
方
の
負
担
と
な
る
。
負
け
れ
ば
、
連
帯
保
証
人
へ
の
裁
判
も

考
え
ら
れ
る
。
訴
訟
の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

宮 崎 泰 宗

　

防
災
月
間
に
災
害
訓
練
す
べ
き
！

問　

①
防
災
と
は
、
日
ご
ろ
の
備
え
で
あ
る
。
自
治
基
本
条
例
第
25
条
で
は
、
「

町
は
、
町
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
に
重
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
事
態
に
備
え

て
、
町
民
、
町
民
組
織
、
周
辺
自
治
体
及
び
関
係
機
関
と
迅
速
に
協
力
し
、
防

災
訓
練
等
を
実
施
し
て
被
害
の
防
止
と
軽
減
に
努
め
ま
す
」
（
一
部
略
）
と
定

め
て
お
り
、
防
災
月
間
で
あ
る
９
月
に
毎
年
訓
練
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

地
域
防
災
計
画
上
、
ど
の
よ
う
な
災
害
訓
練
を
考
え
て
い
る
か
。

　

②
７
月
末
に
全
戸
配
布
さ
れ
た
「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
避
難
場
所
と

し
て
指
定
さ
れ
た
公
共
施
設
や
地
区
会
館
は
、
約
半
数
が
冠
水
地
帯
に
建
て
ら

れ
て
お
り
、
も
し
住
民
が
避
難
す
れ
ば
、
逆
に
危
険
な
状
況
に
さ
ら
す
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
役
場
も
冠
水
地
帯
に
あ
り
、
洪
水
対
策
時
の
拠
点
に
で
き
な
い
。

こ
の
マ
ッ
プ
は
、
防
災
会
議
が
実
質
的
に
話
し
合
い
了
承
し
た
も
の
か
。

　

災
害
対
策
に
は
、
住
民
と
行
政
の
情
報
・
危
機
感
の
共
有
、
信
頼
関
係
が
重

要
で
あ
り
、
洪
水
災
害
で
は
、
例
え
ば
、
中
頓
別
中
学
校
の
体
育
館
な
ど
、
高

台
の
避
難
場
所
・
対
策
本
部
を
明
確
に
し
た
マ
ッ
プ
に
見
直
す
考
え
は
な
い
か
。

　

遠
藤
総
務
課
長

答　

①
危
機
管
理
に
備
え
迅
速
な
対
応
を
図
る
上
で
、
防
災
訓
練
は
必
要
で
あ
り
、

実
施
に
向
け
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
た
い
。
雪
害
、
地
震
災
害
訓
練
の
必
要

性
も
あ
る
が
、
と
く
に
大
雨
、
集
中
豪
雨
の
災
害
訓
練
を
想
定
し
て
い
る
。

　

②
災
害
時
の
避
難
の
あ
り
方
は
、
そ
の
状
況
に
よ
り
地
域
住
民
の
避
難
場
所

を
災
害
対
策
本
部
と
し
て
、
よ
り
身
近
で
安
全
な
場
所
を
そ
の
都
度
指
定
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
避
難
勧
告
や
指
示
が
出
さ
れ
る
前
に
自
主
的
に
避
難
す
る
住

民
へ
の
注
意
喚
起
は
必
要
で
あ
る
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
自
然
災
害
被
害
を

予
測
し
地
図
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
防
災
会
議
の
理
解
も
得
て
い
る
。
本
町
の

地
域
防
災
計
画
は
、
現
在
、
修
正
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

野
邑
町
長

答　

ど
れ
く
ら
い
の
雨
量
で
町
内
河
川
が
氾
濫
す
る
の
か
、
あ
の
マ
ッ
プ
で
は
わ

か
ら
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
、
町
民
に
正
し
い
情
報
を
提
供
で
き
る
か
検
討
さ
せ

る
。
対
策
本
部
の
場
所
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
と
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
再
検
証
し
た
い
。

矛盾多い洪水ハザードマップ見直すべき
星 川 三喜男 ※ハザードマップについてはＰ22参照
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後
期
高
齢
者
が
早
期
に
疾

病
対
策
を
実
施
し
、
地
域
で

安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

75
歳
以
上
の
方
が
支
払
う
月

額
医
療
費
の
平
均
４
千
円
の

う
ち
、
半
額
以
内
を
助
成
す

る
制
度
条
例
で
す
。（
い
き
い

き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
付

託
・
９
月
12
日
可
決
）

◇
主
な
質
疑

○
本
多
委
員

　

医
療
費
の
平
均
４
千
円
は

入
院
・
外
来
合
わ
せ
て
か
。

●
石
川
保
健
福
祉
課
長

　

外
来
通
院
の
み
で
あ
る
。

○
柳
澤
委
員

　

医
療
費
の
領
収
書
を
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
持
参
し

な
い
と
申
請
で
き
な
い
の
か
。

高
齢
者
に
制
度
の
説
明
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

●
石
川
保
健
福
祉
課
長

　

持
参
し
て
も
ら
う
必
要
が

る
。
寿
大
学
等
で
説
明
を
し

て
い
る
。

○
東
海
林
委
員

　

入
院
医
療
費
の
助
成
は
検

討
し
た
か
。
定
額
で
は
な
く
、

か
か
っ
た
医
療
費
の
定
率
で

助
成
で
き
な
い
か
。

●
石
川
保
健
福
祉
課
長

　

検
討
し
た
が
、
財
政
的
に

１
千
万
円
程
度
が
限
度
で
あ

る
。
定
率
で
の
支
給
は
、
対

象
者
の
人
数
も
あ
り
難
し
い

が
、
今
後
検
討
し
た
い
。

●
野
邑
町
長

　

入
院
の
場
合
も
支
給
対
象

と
な
る
。

　
「
細
菌
性
髄
膜
炎
」
や
「
子

宮
頸
が
ん
」
の
予
防
接
種
を

中
頓
別
町
国
保
病
院
で
受
け

た
方
に
費
用
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
一
回
に
つ
き
５
０
０
円
を

差
し
引
い
た
額
を
助
成
す
る

制
度
条
例
で
す
。（
い
き
い
き

ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
付
託
・

９
月
12
日
可
決
）

◇
主
な
質
疑

○
東
海
林
委
員

大
多
数
の
市
町
村
が
す
で
に

無
料
化
し
て
い
る
が
、
検
討

で
き
な
い
か
。

●
野
邑
町
長

　

平
成
23
年
度
は
無
料
化
の

と
こ
ろ
が
多
い
が
、
国
の
補

助
が
な
く
な
っ
た
時
点
で
、

有
料
に
戻
す
わ
け
に
は
い
か

な
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
と
し

た
い
。
今
後
の
国
の
方
針
に

よ
り
、
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

全
町
民
を
対
象
に
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
中
頓
別
町
国
保
病
院
で

受
け
た
方
に
費
用
か
ら
、
５

０
０
円
を
差
し
引
い
た
額
を

助
成
す
る
制
度
条
例
で
す
。

（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委

員
会
付
託
・
９
月
12
日
可
決
）

◇
主
な
質
疑

○
本
多
委
員

　

生
活
保
護
・
非
課
税
世
帯

は
無
料
だ
が
、
証
明
書
（
手

数
料
４
０
０
円
）
が
必
要
か
。

●
石
川
保
健
福
祉
課
長

生
活
保
護
世
帯
は
当
方
で
把

握
で
き
る
の
で
不
要
。
非
課

税
世
帯
は
、
証
明
書
が
必
要

で
あ
る
。

○
東
海
林
委
員

　

接
種
医
療
機
関
が
本
町
国

保
病
院
に
限
定
さ
れ
て
い
る

が
、
他
の
病
院
で
受
け
た
場

合
、
対
象
に
な
ら
な
い
の
か
。

●
石
川
保
健
福
祉
課
長

　

償
還
払
い
も
考
え
た
が
、

で
き
る
限
り
本
町
国
保
病
院

で
受
け
て
も
ら
い
た
い
と
の

理
由
で
あ
る
。

●
野
邑
町
長

　

接
種
料
金
は
病
院
に
よ
っ

て
異
な
り
、
よ
そ
で
受
け
る

方
も
い
る
と
思
う
。
本
町
国

保
病
院
の
収
益
を
考
え
て
の

こ
と
で
あ
る
。

　

高
齢
者
の
肺
炎
の
原
因
で

最
も
頻
度
の
高
い
「
肺
炎
球

菌
」
に
よ
る
肺
炎
と
重
篤
化

を
予
防
す
る
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
を
中
頓
別
町
国
保
病
院
で

受
け
た
方
に
費
用
か
ら
、
１

０
０
０
円
を
差
し
引
い
た
額

を
助
成
す
る
制
度
条
例
で
す
。

（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委

員
会
付
託
・
９
月
12
日
可
決
）

　

高
齢
化
・
後
継
者
不
在
な

ど
で
、
酪
農
家
戸
数
の
減
少

が
止
ま
ら
な
い
中
、
新
規
参

入
者
へ
の
優
遇
措
置
の
拡
充

を
図
り
、
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
酪
農
業
の
確
保
と
発

展
を
め
ざ
す
条
例
の
一
部
改

正
で
す
。（
い
き
い
き
ふ
る
さ

と
常
任
委
員
会
付
託
・
９
月

12
日
可
決
）

◇
主
な
質
疑

○
本
多
委
員

　

新
規
就
農
者
の
定
義
を
23

歳
か
ら
40
歳
、
配
偶
者
又
は

同
居
の
親
族
が
い
る
こ
と
を

条
件
に
し
て
い
る
の
は
な
ぜ

か
。

●
小
林
産
業
建
設
課
参
事

　

飼
育
頭
数
20
頭
以
上
の
経

営
に
は
、
概
ね
２
名
程
度
の

労
働
力
が
必
要
と
さ
れ
る
た

め
で
あ
る
。

　
「
医
師
及
び
看
護
師
等
の
養

成
に
関
す
る
条
例
」
及
び
そ

の
規
則
を
基
に
「
金
銭
消
費

貸
借
契
約
書
」
を
取
り
交
わ

し
て
貸
付
し
た
「
医
師
養
成

費
貸
付
金
」
に
つ
い
て
、
住

友
和
弘
氏
か
ら
「
債
務
不
存

在
確
認
請
求
訴
訟
」
が
提
起

さ
れ
た
た
め
、
貸
付
金
（
残

高
８
０
６
万
円
）
の
返
還
を

求
め
本
町
か
ら
反
訴
を
提
起

す
る
た
め
の
議
案
で
す
。
本

町
は
、
弁
護
士
法
人
佐
々
木

法
律
事
務
所
を
代
理
人
と
定

め
、
反
訴
に
関
す
る
権
限
の

一
切
を
委
任
す
る
も
の
で
す
。

（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委

員
会
付
託
・
９
月
12
日
可
決
）

◇
主
な
質
疑

○
柳
澤
委
員

　

契
約
書
に
基
づ
き
連
帯
保

証
人
に
支
払
い
を
求
め
な
い

理
由
は
な
に
か
。
支
払
っ
て

も
ら
う
努
力
を
さ
れ
た
か
。

●
野
邑
町
長

　

連
帯
保
証
人
二
人
に
は
、

口
頭
で
支
払
う
よ
う
要
請
し

た
。
保
証
人
か
ら
も
返
し
て

も
ら
い
た
い
が
、
町
民
の
税

金
を
貸
し
て
、
医
師
に
な
る

議
決
さ
れ
た
議
案

○ 
議
案
第
45
号　

後
期
高

 

齢
者
の
見
舞
金
に
関
す
る

 

条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
46
号　

子
宮
頸

 

が
ん
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

 

菌
ｂ
型
（
Ｈ
ｉ
ｂ
）
及
び

 

小
児
用
肺
炎
球
菌
予
防
接

 

種
費
用
助
成
に
関
す
る
条

 

例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
47
号　

イ
ン
フ

 

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

 

助
成
に
関
す
る
条
例
（
制

 

定
）

○ 
議
案
第
48
号　

肺
炎
球

 
菌
予
防
接
種
費
用
助
成
に

 

関
す
る
条
例
（
制
定
）

○ 

議
案
第
49
号　

新
規
就

 

農
者
誘
致
特
別
措
置
条
例

 

（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
51
号　

訴
訟

 

（
反
訴
）
の
提
起

ワクチン助成は国保病院限定でよいか
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目
的
を
達
し
た
か
ら
、
後
は

知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。
社
会
通
念
上
又

人
間
と
し
て
返
す
の
は
当
然

で
あ
る
。
向
こ
う
か
ら
起
さ

れ
た
訴
訟
に
負
け
れ
ば
、
連

帯
保
証
人
か
ら
町
が
訴
え
ら

れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
反
訴

を
し
て
す
っ
き
り
し
た
形
を

と
り
た
い
。
弁
護
士
の
指
導

で
あ
る
。

○
柳
澤
委
員

　

気
持
ち
は
わ
か
る
が
、
連

帯
保
証
人
は
な
ん
の
た
め
に

つ
け
た
の
か
。
連
帯
保
証
人

が
払
わ
な
い
と
い
う
な
ら
別

だ
が
、
そ
れ
が
明
確
で
な
い
。

ま
ず
、
連
帯
保
証
人
と
の
手

続
き
を
踏
む
べ
き
で
あ
る
。

そ
れ
が
住
民
感
情
で
あ
ろ
う
。

結
果
と
し
て
裁
判
に
負
け
て

も
国
の
判
断
で
あ
り
、
い
た

し
か
た
な
い
。
反
訴
を
す
る

な
と
は
言
わ
な
い
が
、
や
る

べ
き
手
続
き
を
踏
ん
で
か
ら
、

行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

●
野
邑
町
長

　

連
帯
保
証
人
の
二
人
に
は
、

債
務
者
と
同
じ
義
務
を
負
う

べ
き
立
場
に
あ
る
と
説
明
し

て
あ
る
。
連
帯
保
証
人
が
払

っ
て
も
、
向
こ
う
が
訴
訟
を

取
り
下
げ
な
い
と
考
え
、
反

訴
議
案
を
提
出
し
た
。

■
自
由
討
議

○
柳
澤
委
員

　

連
帯
保
証
人
が
な
ん
の
た

め
に
い
る
の
か
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
住
民
の
理
解

を
得
ら
れ
る
結
論
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

○
東
海
林
委
員

　

反
訴
は
す
べ
き
で
あ
る
。

連
帯
保
証
人
が
い
ま
さ
ら
知

ら
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し

い
。
町
の
対
応
が
や
さ
し
す

ぎ
る
。
連
帯
保
証
人
に
は
き

び
し
く
対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

○
山
本
委
員

　

反
訴
が
終
わ
っ
て
か
ら
連

帯
保
証
人
に
請
求
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

○
柳
澤
委
員

　

22
年
度
決
算
で
貸
付
金
の

欠
損
金
（
未
収
金
）
が
出
て

い
る
。
連
帯
保
証
人
に
な
っ

た
以
上
、
重
み
と
義
務
が
あ

る
。
少
な
く
と
も
欠
損
金
分

を
支
払
っ
て
も
ら
っ
て
か
ら

の
反
訴
な
ら
ま
だ
理
解
で
き

る
。

○
東
海
林
委
員

　

相
手
側
か
ら
訴
訟
が
起
さ

れ
た
時
点
で
、
連
帯
保
証
人

か
ら
支
払
い
を
求
め
る
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
。

■
討
論

 

反
対

○
柳
澤
委
員

　

反
訴
の
意
味
は
理
解
で
き

る
。
い
ま
反
訴
を
す
れ
ば
、

連
帯
保
証
人
に
弁
済
を
求
め

な
い
と
町
民
に
誤
解
さ
れ
か

ね
な
い
。
少
な
く
と
も
22
年

度
の
欠
損
金
分
を
支
払
っ
て

も
ら
う
か
、
返
済
確
約
を
と

る
な
ど
の
手
順
を
踏
ん
だ
上

で
の
反
訴
で
は
な
い
の
で
、

原
案
に
反
対
す
る
。

○
宮
崎
委
員

　

債
務
の
存
在
の
た
め
に
必

ず
こ
ち
ら
か
ら
反
訴
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

は
な
い
。
相
手
か
ら
の
訴
訟

に
応
訴
し
、
勝
ち
負
け
の
決

着
が
つ
け
ば
、
債
務
の
有
無

が
確
認
で
き
る
。
現
段
階
で

は
反
対
す
る
。

 

賛
成

○
東
海
林
委
員

　

債
務
が
存
在
し
な
い
と
い

う
相
手
か
ら
の
訴
訟
に
対
し

て
の
反
訴
に
は
賛
成
す
る
。

　

連
帯
保
証
人
か
ら
の
返
済

は
別
問
題
で
、
債
務
の
全
額

（
８
０
６
万
円
）
を
返
済
し
て

も
ら
う
べ
き
で
あ
る
。

○
村
山
委
員

　

反
訴
は
町
の
意
思
表
示
。

片
方
の
訴
訟
の
結
論
が
出
る

前
に
反
訴
す
る
こ
と
に
賛
成

す
る
。
連
帯
保
証
人
に
な
っ

た
ら
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ

う
と
責
任
が
あ
る
。
知
ら
な

い
で
判
を
押
し
た
こ
と
に
は

な
ら
な
い
。
訴
訟
と
平
行
し

て
債
務
の
弁
済
を
求
め
る
べ

き
で
あ
る
。

■
表
決
結
果

　

賛
成
多
数
で
可
決
。（
賛
成

者
・
細
谷
委
員
、
本
多
委
員
、

東
海
林
委
員
、
山
本
委
員
、

村
山
委
員
）

　

な
お
、
こ
の
議
案
は
、
９

月
13
日
の
本
会
議
で
も
委
員

会
と
同
様
の
討
論
が
行
わ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。（【
賛
成
者
】
細
谷
議
員
、

本
多
議
員
、
東
海
林
議
員
、

山
本
議
員
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額

に
そ
れ
ぞ
れ
３
千
３
百
４
万

５
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
の
総
額
を
、
31
億
５
千
８

百
75
万
１
千
円
に
す
る
も
の

で
す
。
歳
出
で
は
、
総
務
費
に
、

議
案
第
51
号
訴
訟
（
反
訴
）

の
提
起
に
関
す
る
弁
護
士
へ

の
委
託
料
、
費
用
弁
償
と
し

て
41
万
２
千
円
を
計
上
さ
れ

た
ほ
か
、
庁
舎
で
使
用
し
て

い
る
パ
ソ
コ
ン
を
更
新
す
る

た
め
の
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
サ

ー
バ
機
器
」
更
新
委
託
料
と

し
て
１
千
３
百
36
万
６
千
円

を
計
上
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、
新

規
就
農
者
経
営
自
立
安
定
補

助
金
１
千
２
百
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。

◇
主
な
質
疑

○
本
多
委
員

　

地
域
イ
ン
ト
ラ
サ
ー
バ
機

器
更
新
に
国
の
補
助
は
あ
る

か
。

●
遠
藤
総
務
課
長

　

導
入
時
に
は
、
国
の
補
助

が
あ
る
が
、
更
新
に
つ
い
て

は
な
い
。

○
柳
澤
委
員

　

連
帯
保
証
人
と
訴
訟
費
用

に
関
す
る
話
し
合
い
を
し
て

い
る
か
。
町
税
を
つ
か
う
こ

と
に
な
る
の
で
相
談
さ
れ
た

か
。
公
正
証
書
が
つ
く
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
が
、
反
訴
に

も
影
響
し
て
い
る
。
当
時
（

平
成
２
年
）
の
病
院
事
務
長

は
誰
か
。

●
遠
藤
総
務
課
長

　

反
訴
に
関
し
て
連
帯
保
証

人
と
は
、
一
切
協
議
は
行
っ

て
い
な
い
。

●
柴
田
国
保
病
院
事
務
長

　

平
成
２
年
３
月
時
点
の
病

院
事
務
長
は
、
佐
藤
英
紀
氏

で
あ
る
。

　

質
疑
終
了
後
、
柳
澤
委
員

か
ら
、
議
案
第
51
号
訴
訟
（

反
訴
）
の
提
起
に
関
す
る
弁

護
士
へ
の
委
託
料
、
費
用
弁

償
と
し
て
計
上
し
た
41
万
２

千
円
を
補
正
予
算
か
ら
削
除

す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

提
案
の
趣
旨
は
、
町
が
貸

付
金
契
約
書
に
沿
っ
て
公
正

証
書
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
、
未
償
還
の
貸
付
金
を

連
帯
保
証
人
が
返
還
す
れ
ば
、

反
訴
を
す
る
必
要
が
な
く
、

反
訴
費
用
に
町
税
を
充
て
る

べ
き
で
は
な
い
と
す
る
も
の

で
す
。

　

修
正
案
は
、
表
決
の
結
果
、

原
案
の
賛
成
多
数
（
修
正
案

の
賛
成
少
数
）
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。（
い
き
い
き
ふ
る
さ

と
常
任
委
員
会
付
託
・
９
月

13
日
原
案
可
決
）

■
自
由
討
議

○
東
海
林
委
員

　

町
税
を
訴
訟
費
用
に
充
て

な
い
と
し
た
ら
反
訴
は
誰
か

自
費
で
行
う
の
か
。
勝
訴
し

○ 

議
案
第
52
号　

平
成
23

 

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
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た
と
き
に
は
敗
訴
側
の
負
担

と
な
る
。
や
む
を
得
な
い
。

○
宮
崎
委
員

　

町
長
や
議
会
や
連
帯
保
証

人
が
訴
訟
費
用
を
負
担
す
る

こ
と
も
あ
り
え
る
の
で
は
な

い
か
。

○
村
山
委
員

　

訴
訟
費
用
は
個
人
負
担
と

は
な
ら
な
い
。
町
が
負
担
す

べ
き
と
考
え
る
。

■
討
論

 

原
案
賛
成

○
東
海
林
委
員
、
村
山
委
員

　

反
訴
議
案
を
可
決
し
た
の

で
、
そ
の
訴
訟
費
用
を
決
め

た
補
正
予
算
を
修
正
す
る
こ

と
に
は
な
ら
な
い
。

 

修
正
案
賛
成

○
宮
崎
委
員

　

反
訴
議
案
に
反
対
し
て
お

り
、
責
任
の
あ
る
者
で
訴
訟

費
用
を
賄
う
こ
と
が
可
能
と

考
え
、
修
正
案
に
賛
成
す
る
。

■
表
決
結
果

 

修
正
案

　

起
立
少
数
で
否
決
。（
賛
成

者
・
柳
澤
委
員
、
宮
崎
委
員
）

 

原
案

　

起
立
多
数
で
可
決
。（
賛
成

者
・
細
谷
委
員
、
本
多
委
員
、

東
海
林
委
員
、
山
本
委
員
、

村
山
委
員
）

　

な
お
、
こ
の
議
案
は
、
委

員
会
終
了
後
の
本
会
議
で
も

委
員
会
と
同
じ
修
正
案
が
提

出
さ
れ
、
表
決
の
結
果
、
原

案
の
賛
成
多
数
（
修
正
案
の

賛
成
少
数
）
で
否
決
さ
れ
ま

し
た
。（
修
正
案
賛
成
者
・
柳

澤
議
員
、
宮
崎
議
員
、
星
川

議
員
、
原
案
賛
成
者
・
細
谷

議
員
、
本
多
議
員
、
東
海
林

議
員
、
山
本
議
員
）

　

旧
黄
金
湯
を
使
用
し
た
民

営
公
衆
浴
場
の
営
業
開
始
と

旧
中
頓
別
農
業
高
校
寄
宿
舎

跡
に
天
北
厚
生
園
が
来
年
移

転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
使
用

料
体
系
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。（
９
月
13
日
原
案
可
決
）

◇
主
な
質
疑

○
東
海
林
議
員

　

公
衆
浴
場
以
外
に
何
が
行

わ
れ
る
の
か
。

●
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長
　

浴
場
の
ほ
か
に
、
食
事
の

提
供
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、

地
域
づ
く
り
事
業
、
ヘ
ル
ス

・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
健
康

づ
く
り
）
も
行
わ
れ
る
と
聞

い
て
い
る
。

○
柳
澤
議
員

　

ど
な
た
が
、
公
衆
浴
場
を

使
う
の
か
。
公
衆
浴
場
以
外

に
何
が
行
わ
れ
る
の
か
。

●
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長
　

現
在
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
保
健
師
を
務
め
る
渡
辺
由

起
子
氏
が
新
た
な
法
人
を
立

ち
上
げ
運
営
す
る
。

○
本
多
議
員

　

公
衆
浴
場
に
対
し
て
、
町

と
し
て
支
援
を
行
う
の
か
。

●
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長
　

渡
辺
氏
か
ら
浴
場
設
備
の

更
新
費
に
対
す
る
補
助
申
請

が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
す

み
や
か
に
審
査
し
た
い
。

○
山
本
議
員

　

収
入
が
発
生
す
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
病
院
・
給
食
セ

ン
タ
ー
に
比
べ
、
料
金
を
半

分
に
す
る
の
は
差
を
つ
け
す

ぎ
で
は
な
い
か
。

●
野
邑
町
長

　

町
営
時
代
も
一
日
に
10
名

程
度
の
利
用
だ
っ
た
。
人
口

も
減
っ
て
お
り
、
浴
場
だ
け

で
の
経
営
は
き
び
し
い
と
予

想
さ
れ
る
。
ぜ
ひ
成
功
し
て

い
た
だ
き
た
く
半
額
と
し
た
。

○
東
海
林
議
員

　

本
町
へ
の
補
助
要
望
額
は

い
く
ら
か
。

●
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長
　

内
閣
府
「
地
域
社
会
雇
用

創
造
事
業
」
か
ら
の
補
助
金

３
百
万
円
と
は
別
に
、
本
町

に
は
、
設
備
更
新
事
業
費
３

百
88
万
５
千
円
の
２
分
の
１
、

１
百
94
万
２
千
円
の
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
。

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額

に
そ
れ
ぞ
れ
４
万
５
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額

は
、
２
千
８
百
44
万
７
千
円

に
。

　

歳
出
の
内
訳
は
、
事
業
に

伴
う
消
費
税
で
す
。（
９
月
13

日
原
案
可
決
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
百
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
は

７
千
９
百
４
万
５
千
円
に
。

歳
出
で
は
、
町
道
６
丁
目
線

水
道
移
設
工
事
に
伴
う
補
正

で
す
。（
９
月
13
日
原
案
可
決
）

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
額

に
そ
れ
ぞ
れ
４
百
２
万
７
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
の

総
額
は
１
億
９
千
５
百
55
万

円
６
千
円
に
。
歳
出
で
は
、

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
58
万

６
千
円
、
介
護
予
防
住
宅
改

修
費
40
万
円
、
高
額
医
療
合

算
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
１

百
79
万
５
千
円
を
追
加
す
る

も
の
で
す
。（
９
月
13
日
原

案
可
決
）

　

本
町
と
名
寄
市
及
び
士
別

市
と
の
間
に
お
い
て
、
定
住

自
立
圏
（
北
・
北
海
道
中
央

圏
域
）
を
形
成
す
る
協
定
を

結
ぶ
た
め
の
議
案
で
す
。

　

本
町
が
連
携
す
る
取
り
組

み
と
し
て
、
と
く
に
、「
救
急

医
療
の
維
持
・
確
保
」
が
あ
り
、

名
寄
市
立
総
合
病
院
・
士
別

市
立
病
院
は
、
救
急
医
療
体

制
の
維
持
・
確
保
を
図
る
一

方
、
本
町
は
必
要
な
協
力
と

応
分
の
経
費
を
負
担
す
る
も

の
で
す
。

※

定
住
自
立
圏
の
中
心
市
で

あ
る
名
寄
市
及
び
士
別
市
と

11
町
村
（
下
川
町
、
美
深
町
、

中
川
町
、
音
威
子
府
村
、
西

興
部
村
、
和
寒
町
、
剣
淵
町
、

幌
加
内
町
、
枝
幸
町
、
浜
頓

別
町
、
中
頓
別
町
）
は
、
９

月
30
日
名
寄
市
で
協
定
書
に

調
印
し
ま
し
た
。

◇
主
な
質
疑

○
山
本
議
員

　

必
要
な
協
力
と
応
分
の
経

費
の
負
担
は
、
ど
の
取
り
組

み
で
い
く
ら
発
生
す
る
の
か
。

●
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

長
　

救
急
医
療
の
維
持
・
確
保

に
関
す
る
も
の
で
、
74
万
８

千
円
で
あ
る
。

○ 

議
案
第
53
号　

平
成
23

 
年
度
自
動
車
学
校
事
業
特

 
別
会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
54
号　

平
成
23

 

年
度
水
道
事
業
特
別
会
計

 

補
正
予
算

○ 

議
案
第
55
号　

平
成
23

 

年
度
介
護
保
険
事
業
特
別

 

会
計
補
正
予
算

○ 

議
案
第
56
号　

定
住
自

 

立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協

 

定
の
締
結

○ 

議
案
第
50
号　

公
共
下

 

水
道
条
例
（
一
部
改
正
） 浴場下水道料金は適正か
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本
町
は
、
地
域
の
医
療
不
安
を
払
拭
す
る

た
め
、
「
医
師
及
び
看
護
師
等
の
養
成
に
関

す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
地
元
出
身
医
師
の

養
成
と
定
着
化
に
努
め
て
き
た
が
、
医
師
養

成
費
貸
付
金
の
返
済
を
め
ぐ
り
、
本
町
が
訴

訟
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
必
ず

し
も
議
員
全
員
の
本
意
と
す
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
。

　

医
師
養
成
費
の
貸
付
に
当
た
っ
て
は
、
金

銭
消
費
貸
借
契
約
書
に
基
づ
き
、
返
還
が
滞

っ
た
場
合
に
給
与
な
ど
を
裁
判
所
の
判
決
な

し
に
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が
で
き
る
「
公
正

証
書
」
、
４
名
の
連
帯
保
証
人
か
ら
の
「
預

託
金
」
が
、
契
約
不
履
行
の
際
の
安
全
装
置

発
議
第
７
号　

医
師
養
成
費
貸
付
金
返

還
請
求
訴
訟
（
反
訴
）
に
か
か
る
決
議

と
し
て
条
文
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
有
力
な
担
保
の
う
ち
、

「
公
正
証
書
」
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
か
ら

作
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
貸
付
金
が
完
済
さ
れ

る
前
に
「
預
託
金
」
が
連
帯
保
証
人
に
返
還

さ
れ
て
い
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
当
時
の
行

政
の
大
き
な
失
態
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

弁
済
が
滞
っ
た
と
き
に
最
初
に
起
動
す
る

は
ず
の
「
公
正
証
書
」
の
作
成
を
怠
っ
て
い

た
の
が
、
契
約
当
時
（
平
成
２
年
）
の
担
当

職
員
の
職
務
怠
慢
で
あ
る
な
ら
、
町
は
、
ま

ず
、
連
帯
保
証
人
に
、
そ
の
非
を
お
詫
び
し
、

そ
の
上
で
、
弁
済
の
申
し
入
れ
を
行
う
の
が

筋
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
度
の
訴
訟
は
、
相
手
側
の
債
務
不
存

在
確
認
請
求
訴
訟
へ
の
反
訴
と
い
う
形
を
と

っ
て
い
る
が
、
連
帯
保
証
人
が
残
り
の
貸
付

金
を
弁
済
す
れ
ば
、
訴
え
の
実
益
は
な
く
な

る
こ
と
か
ら
し
て
、
当
議
会
は
、
議
案
第
51

号
訴
訟
の
提
起
と
そ
の
訴
訟
費
用
を
計
上
し

た
議
案
第
52
号
中
頓
別
町
一
般
会
計
補
正
予

算
を
可
と
し
た
が
、
町
が
こ
れ
ま
で
の
行
政

遂
行
上
の
責
任
を
認
め
、
連
帯
保
証
人
に
対

し
、
貸
付
金
の
未
償
還
額
の
早
期
弁
済
を
強

く
働
き
か
け
る
よ
う
求
め
る
。

　

ま
た
、
早
期
に
当
該
訴
訟
を
終
息
さ
せ
、

本
町
医
療
の
信
頼
を
回
復
す
る
よ
う
求
め
る
。

　

以
上
、
決
議
す
る
。

　
　
　

平
成
23
年
９
月
14
日

　

（
い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
提
案

・
全
会
一
致
で
可
決
）

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
（財政健全化法）第３条第１項の規定により、
監査委員の意見を付して議会に報告し、かつ住
民に公表されるものです。
　①実 質 赤 字 比 率　算定なし（基準15％）
　②連結実質赤字比率　算定なし（基準20％）
　③実質公債費比率　21.7％（基準25％）
　④将 来 負 担 比 率　23.0％（基準350％）
【監査委員の意見】
　実質公債費比率が早期健全化基準を下回った
が、今後とも公債費負担適正化計画等に基づき
公債費比率の逓減に努め、財政の健全化を図ら
れたい。
【主な質疑】
●柳澤議員
　計画よりも実質公債費比率が下回った要因は
なにか。税金等の未収金対策は、どのような状
況か。
○遠藤総務課長
　実質公債費比率については、繰上げ償還の効
果が大きい。滞納者には預金等の差押えを行い、
ある程度徴収できたが、現年度分はあまり進ん
でいない。

○ 報告第７号　平成22年度健全化判断比
　 率の報告

　審査の対象となった国民健康保険病院事業会
計、水道事業特別会計、下水道事業特別会計の
資金不足比率（基準20％）はいずれも算定され
ません。
【監査委員の意見】
　審査に付された資金不足比率及びその算定の
基礎となる事項を記載した書類は、関係法令の
規定に準拠して作成され、適正に表示されてい
ると認められる。各会計とも資金不足比率は算
定されない。

○ 報告第８号　平成22年度資金不足比率
　 の報告

　財政健全化法第27条第１項の規定により、議
会に報告し、かつ住民に公表されるものです。
　職員給与の勤勉手当の削減、定年及び勧奨退
職による職員数の削減、普通建設事業にかかる
起債発行額の縮減、事務事業の見直しなど、平
成21年度から２ヵ年にわたる財政健全化計画が
終了したことに伴う完了報告です。

○ 報告第９号　財政健全化計画の完了報告

報　告　案　件

医師養成費貸付金返還請求訴訟の舞台となる旭川地方裁判所
名寄支部
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平成２２年度全会計決算を認定！

実
質
公
債
費
比
率
21･

７
％
に

早
期
健
全
化
団
体
か
ら
脱
却
へ

　

一
般
会
計
は
じ
め
、
全
会
計
の
歳
出
総
額

（
表
１
）
で
49
億
８
千
９
百
万
円
に
の
ぼ
る

平
成
22
年
度
決
算
の
審
査
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
規
模
は
、
前
年
度
に
比

べ
、
歳
入
で
１
億
６
千
８
百
万
円
、
歳
出
で

１
億
４
千
２
百
万
円
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
平
成
21
年
度
の
22
億
３

千
３
百
万
円
か
ら
１
億
５
千
２
百
万
円
増
の

23
億
８
千
５
百
万
円
と
な
り
、
一
般
会
計
の

歳
入
総
額
38
億
３
百
万
円
に
占
め
る
割
合

（
依
存
度
）
は
約
63
％
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
の
増
額
は
、
財
政
健
全
化
法

４
指
標
の
算
定
基
礎
と
な
る
標
準
財
政
規
模

（
分
母
）
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
公
債
費
の
繰
上

償
還
と
と
も
に
、
実
質
公
債
費
比
率
を
21
・

７
％
（
表
３
）
ま
で
引
き
下
げ
る
大
き
な
要

因
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
質
公
債
費
比
率
の
判
断
基
準
（
25
％
）

を
ク
リ
ア
し
た
こ
と
に
よ
り
、財
政
（
早
期
）

健
全
化
団
体
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
依
然
と
し
て
、
起
債
の
許
可
団
体

（
18
％
以
上
）
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、

今
後
は
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、

財
政
再
建
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

歳
入
面
で
は
町
税
の
収
入
未
済
が
、
前
年

度
に
比
べ
36
万
円
増
加
し
て
お
り
、
不
納
欠

損
額
（
町
税
等
が
徴
収
不
能
と
判
断
さ
れ
た

金
額
）
も
20
万
円
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
職
員
給
与
の
勤
勉
手
当
の

削
減
、
定
年
及
び
勧
奨
退
職
に
よ
る
職
員
数

の
削
減
、
普
通
建
設
事
業
に
か
か
る
起
債
発

行
額
の
縮
減
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、

平
成
21
年
度
か
ら
２
ヵ
年
に
わ
た
る
財
政
健

全
化
計
画
に
よ
り
、
行
財
政
全
般
の
ス
リ
ム

化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
上
の
基
金
で
は
、
財
政
調
整
基

金
を
は
じ
め
と
す
る
16
基
金
の
合
計
で
、
前

年
度
末
に
比
べ
３
億
４
千
２
百
万
円
増
え
、

19
億
４
千
７
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
基
金

が
増
加
し
た
主
な
要
因
は
、
公
共
施
設
整
備

等
基
金
２
億
５
千
万
円
、
地
域
活
性
化
基
金

６
千
８
百
万
の
新
規
積
立
て
に
加
え
、
減
債

基
金
が
４
千
万
円
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。
天
北
線
代
替
輸
送
確
保
基
金
は
、
前

年
度
末
に
比
べ
約
１
千
万
円
減
り
、残
高
は
、

３
億
２
千
３
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
の
借
入（
元
金
）残
高（
表
２
）は
、

前
年
度
末
に
比
べ
７
億
２
千
７
百
万
円
減
り
、

71
億
３
千
２
百
万
円
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
赤
ん
坊
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
町
民
一
人

当
り
３
６
０
万
円
の
借
金
に
相
当
し
ま
す
。

　

各
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
前
年
度
に
比
べ

８
千
３
百
万
円
増
え
、４
億
４
千
２
百
万
に
。

こ
れ
は
、
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
配
水
管

布
設
替
事
業
の
繰
出
金
、
病
院
事
業
会
計
へ

の
運
営
事
業
補
助
金
の
増
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
二
つ
の
審

査
意
見
を
つ
け
て
、
認
定
第
１
号　

一
般
会

計
決
算
か
ら
、
認
定
第
９
号　

後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計
ま
で
全
会
一
致
で
認
定

し
ま
し
た
。

【
審
査
意
見
】

①
全
会
計
を
通
じ
、職
員
の
徴
収
努
力
に
は
、

　

目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
が
、引
き
続
き
、

　

強
力
に
収
入
未
済
金
の
回
収
に
努
め
ら
れ

　

た
い
。

②
平
成
22
年
度
決
算
に
か
か
る
医
師
養
成
費

　

貸
付
金
の
収
入
未
済
金
に
つ
い
て
も
、
適

　

切
か
つ
早
急
に
回
収
に
努
め
ら
れ
た
い
。

決
算
審
査
の
あ
ら
ま
し

　町の各会計の決算は、地方自治法の規定に基づき、
監査委員の意見を付して、議会に提出され認定の可否
を決めるものです。議会は予算が適正に執行されてい
るかどうかを審査するとともに、住民に代わって行政
効果を検証します。
　第３回定例会では、全議員で構成する「決算審査特
別委員会」（東海林繁幸委員長）が設置され、休会中
に各会計決算を集中審査し、９会計すべてが認定され
ました。
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歳出総額４９億８千９百万円

区　　　分 平成２1年度末 借入（発行）額 償還額 平成２２年度末

一 般 会 計 313,657 917,356 ▲ 603,699
水 道 事 業 特 別 会 計 635,585 30,337 605,248
下 水 道 事 業 特 別 会 計 997,841 52,068 945,773

国民健康保険病院事業 160,601 2,100 42,599 120,102

合　　　計 1,794,027 315,757 1,042,360 1,067,424

（単位：千円）

（表－２）公債（町債元金）借入残高の状況

項　　　目 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 備　考

①経常収支比率 85.9 82.5 76.4 70.6

②実質公債費比率
（単年度）

29.2 25.8 21.9 17.6

財政健全化法による実質公債
費比率は、この欄の平成20年
度～22年度の３ヵ年平均で算
出。平成２2年度=21.7％

③実質公債費比率
（３ヵ年平均）

28.6 28.8 28.3 25.6

公債費負担適正化計画の実質
公債費比率は、②の平成19年
度～21年度の３ヵ年平均で算
出。平成22年度＝25.6％

④財政力指数 0.119 0.112 0.101 0.091

⑤標準財政規模 2,177,788 2,346,503 2,472,663 2,617,950

⑥基準財政収入額 252,590 247,277 229,170 218,341

（単位：①～③％、⑤～⑥千円）

（表－３）財務指標（普通会計）

歳入額 歳出額 差引額

3,866,184,000 3,802,959,605 3,688,557,148 114,402,457 4,436,000

自動車学校事業特会 40,651,000 31,326,059 27,085,403 4,240,656 3,761,000

国民健康保険事業特会 305,270,000 307,654,706 303,213,462 4,441,244

老 人 保 健 事 業 特 会 624,000 622,397 622,397 0

水 道 事 業 特 会 136,165,000 136,495,789 135,422,779 1,073,010

下 水 道 事 業 特 会 101,297,000 100,909,042 100,636,334 272,708

介 護 保 険 事 業 特 会 187,480,000 188,898,894 181,579,527 7,319,367

後期高齢者事業特会 27,041,000 26,726,797 26,421,854 304,943

国 保 病 院 事 業
486,744,000 480,626,455 470,332,034 10,294,421

（収益的収支）

（資本的収支） 30,805,000 30,805,000 54,820,764 ▲ 24,015,764

5,182,261,000 5,107,024,744 4,988,691,702 118,333,042 8,197,000

一般会計

合　　　計

(単位：円）

会計区分 予算額
決算額

（表－１）一般会計及び特別会計の決算状況

翌年度繰越額

特
別
会
計

公
営
企
業
会
計

・
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町広報誌は毎月発行すべき！
　天北線代替輸送確保基金枯渇までの対策は？

Ｑ
柳
澤
委
員

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

総　
　

務　
　

費

一
般
会
計
歳
出

　

広
報
誌
は
、
年
10
回
（
７
月
・
８
月
、

12
月
・
１
月
は
合
併
号
）
の
発
行
だ
が
、

町
民
に
伝
え
る
情
報
は
必
ず
あ
る
は
ず

で
、
最
低
月
１
回
は
、
発
行
す
る
姿
勢

を
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

年
間
10
回
の
発
行
を
基
本
と
し
て
い

る
が
、
12
月
・
１
月
号
は
、
町
長
、
議

長
の
年
頭
挨
拶
等
が
必
ず
入
る
こ
と
、

年
末
年
始
の
休
み
の
関
係
が
あ
り
、
合

併
号
と
し
て
い
る
。
毎
月
発
行
に
つ
い

て
、
今
後
、
内
部
で
協
議
、
検
討
す
る
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

21
年
度
に
環
境
基
本
条
例
が
制
定
さ

れ
た
が
、
22
年
度
中
の
環
境
審
議
会
の

開
催
が
１
回
の
み
で
活
動
実
績
が
な
い
。

環
境
基
本
計
画
の
行
動
計
画
も
策
定
さ

れ
て
い
な
い
。
生
き
た
環
境
基
本
条
例

に
す
る
た
め
に
も
実
効
性
の
あ
る
行
動

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

計
画
を
早
急
に
つ
く
る
べ
き
で
あ
る
。

策
定
の
推
移
を
伺
う
。

　

環
境
審
議
会
は
、
環
境
基
本
計
画
の

審
議
を
予
定
し
て
い
た
が
、
流
会
も
あ

り
、
最
終
的
に
３
月
４
日
の
１
回
と
な

っ
た
。
今
後
は
、
環
境
基
本
条
例
あ
る

い
は
基
本
計
画
の
進
捗
に
つ
い
て
、
審

議
会
の
目
が
光
る
よ
う
に
し
た
い
。

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

い
い
の
か
ど
う
か
と
い
う
意
見
が
出
さ

れ
て
、
十
分
検
討
し
た
い
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ど
う
な
っ
た
か
。

　

天
北
線
代
替
輸
送
の
抜
本
的
な
見
直

し
は
、
協
議
会
長
の
浜
頓
別
町
長
か
ら

も
国
の
補
助
制
度
等
を
使
え
な
い
か
と

の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
年
10

月
か
ら
、
鉄
道
跡
の
ル
ー
ト
か
ら
、
大

岬
回
り
に
変
更
に
な
り
、
利
用
者
数
が

一
定
程
度
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

そ
れ
で
も
基
金
の
取
崩
し
額
が
、
今
後

も
相
当
額
発
生
し
、
十
年
以
内
に
尽
き

る
と
予
測
す
る
協
議
会
構
成
町
村
も
あ

り
、
見
直
し
が
必
要
と
の
認
識
は
、
一

定
程
度
共
有
さ
れ
て
い
る
。
担
当
課
長

会
議
で
抜
本
見
直
し
に
向
け
た
取
組
み

を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

Ｑ
東
海
林
委
員
長

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

基
本
的
に
代
替
バ
ス
の
協
議
会
を
脱

会
す
る
、
ま
た
は
解
散
す
る
こ
と
が
、

制
度
的
に
可
能
な
の
か
。
本
町
だ
け
が
、

協
議
会
か
ら
抜
け
る
こ
と
は
可
能
な
の

か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
件
数
は
、

22
年
度
１
件
、
23
年
度
の
予
算
計
上
分

は
、
現
段
階
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

設
置
希
望
と
普
及
の
現
状
を
伺
う
。

　

協
議
会
を
脱
会
す
る
こ
と
は
、
で
き

な
い
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
旧
天
北
線

の
代
替
輸
送
と
し
て
の
バ
ス
路
線
の
維

持
と
い
う
目
的
で
交
付
さ
れ
た
お
金
と

い
う
位
置
づ
け
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
活

用
は
で
き
な
い
と
い
う
道
の
見
解
な
ど

も
あ
っ
て
、
町
村
の
中
に
は
、
少
な
く

て
も
こ
の
基
金
が
あ
る
う
ち
は
、
協
議

会
に
参
加
す
る
が
、
基
金
が
亡
く
な
っ

た
後
は
脱
会
と
い
う
意
向
を
示
す
と
こ

ろ
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
現
段
階
で

は
、
地
域
の
振
興
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

基
本
的
に
は
協
議
会
を
維
持
し
、
バ
ス

路
線
を
持
続
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を

考
え
て
、
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

Ａ
石
川
保
健
福
祉
課
長

　

23
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
に
１
件
の
申

請
が
あ
る
。
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
下

水
道
処
理
区
域
以
外
の
方
々
が
申
請
で

き
る
が
、
平
成
13
年
か
ら
こ
れ
ま
で
50

基
程
度
設
置
さ
れ
た
。
最
近
は
、
設
置

し
た
い
が
、
農
家
の
後
継
者
不
足
や
将

来
の
病
院
対
応
な
ど
を
理
由
に
見
合
わ

せ
て
い
る
方
も
い
る
。

Ｑ
東
海
林
委
員
長

　

22
年
度
か
ら
制
度
化
し
た
子
宮
頸
が

ん
、
ヒ
ブ
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
を
把

握
し
て
い
な
が
ら
、
受
診
者
が
少
な
か

っ
た
。
せ
っ
か
く
の
制
度
を
活
用
で
き

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
後
、

原
因
調
査
し
て
い
る
の
か
？

Ａ
石
川
保
健
福
祉
課
長

　

子
宮
頸
が
ん
の
実
績
は
、
対
象
者
44

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

　

当
初
、
環
境
基
本
条
例
と
の
関
係
も

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
取

組
み
を
内
部
で
協
議
し
て
い
た
。
そ
の

と
き
に
、
子
ど
も
た
ち
の
レ
ベ
ル
も
あ

る
の
で
、
ど
う
い
う
手
法
で
、
ど
こ
を

対
象
に
し
て
対
応
す
る
か
、
担
当
者
の

中
で
十
分
煮
詰
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
例
年
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
な

の
で
、
今
後
、
開
催
が
で
き
る
よ
う
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
本
多
委
員

　

公
共
施
設
見
学
会
が
実
施
で
き
な
か

っ
た
理
由
は
、
手
法
等
が
難
し
い
と
い

う
説
明
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
点
が
難
し

い
の
か
？

Ｑ
柳
澤
委
員

　

23
年
度
予
算
で
バ
ス
転
換
関
連
施
設

維
持
管
理
費
に
バ
ス
の
入
れ
替
え
が
計

上
さ
れ
た
際
、
町
民
の
足
を
今
後
ど
う

す
る
か
、
天
北
線
代
替
輸
送
確
保
基
金

も
残
り
少
な
く
、
年
間
２
千
万
円
を
か

け
て
、
バ
ス
路
線
を
維
持
す
る
こ
と
が

衛　
　

生　
　

費

決 算 審 査
特別委員会

主な質疑

決算審 査
特別委員会

主な質疑
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名
中
29
名
。
ヒ
ブ
は
、
53
名
中
13
名
程

度
。
小
児
用
肺
炎
球
菌
も
53
名
中
14
名

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
保
護
者
は
制
度

を
ご
存
知
で
あ
る
。
任
意
の
接
種
で
あ

り
過
度
な
干
渉
は
し
な
い
が
、
制
度
に

つ
い
て
は
、
保
健
師
か
ら
通
知
し
て
い

る
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

労
働
費
に
計
上
の
補
助
事
業
５
事
業

に
関
し
て
、
い
ず
れ
も
補
助
が
な
く
な

っ
て
、
事
業
が
続
か
な
い
の
は
困
る
と

い
う
議
論
は
、
議
会
の
中
で
何
度
も
出

て
い
る
。
事
業
の
継
続
性
、
持
続
性
の

見
通
し
を
伺
う
。

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

５
事
業
の
う
ち
、
緊
急
雇
用
創
出
推

進
事
業
の
２
事
業
は
、
つ
な
ぎ
事
業
で

あ
り
、
短
期
間
の
雇
用
創
出
で
あ
る
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
対
策
推
進
事
業

の
中
で
、
活
動
が
見
え
な
い
と
議
会
で

指
摘
し
た
地
域
に
お
け
る
保
健
福
祉
医

療
の
総
合
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
そ

の
後
、
ど
の
よ
う
に
進
ん
で
い
る
の
か
。

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
対
策
推
進
事
業
に

関
し
て
は
、
３
年
間
の
後
、
さ
ら
に
継

続
雇
用
と
し
て
、
３
事
業
で
６
名
が
雇

用
さ
れ
て
い
る
。
最
低
、
そ
の
う
ち
の

３
人
以
上
の
雇
用
継
続
を
目
標
と
し
た

い
。
現
時
点
で
、
少
な
く
て
も
２
名
に

つ
い
て
は
、
新
た
な
事
業
も
含
め
て
継

続
が
見
込
ま
れ
る
。
そ
れ
に
プ
ラ
ス
で

き
る
よ
う
今
後
も
努
力
し
た
い
。

Ａ
石
川
保
健
福
祉
課
長

　

保
健
師
１
名
が
地
域
に
出
向
く
こ
と

を
基
本
に
、
実
際
に
は
、
国
保
病
院
と

保
健
福
祉
課
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
で
、

こ
れ
か
ら
の
医
療
と
福
祉
の
連
携
な
ど

に
つ
い
て
、
勉
強
会
を
行
っ
て
い
る
。

最
終
的
に
は
、
報
告
書
が
提
出
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

Ｑ
星
川
委
員

　

森
の
癒
し
と
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
委
託
先
で
は
、
代

表
者
が
い
な
い
中
で
、
ど
の
よ
う
に
活

動
を
継
続
し
て
い
る
の
か
？

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

こ
の
事
業
の
委
託
先
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

・
中
頓
別
森
林
療
法
研
究
会
で
あ
り
、

代
表
者
の
理
事
長
は
前
国
保
病
院
長
で

あ
る
。
こ
の
法
人
は
、
事
務
局
２
名
体

制
で
継
続
し
て
お
り
、
従
前
と
変
わ
ら

ず
運
営
し
て
い
る
。
理
事
長
が
町
外
に

い
る
が
、
副
理
事
長
を
現
地
の
代
理
と

し
て
、
重
要
案
件
等
に
つ
い
て
は
協
議

の
上
、
事
業
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
小
林
産
業
建
設
課
参
事

　

中
頓
別
町
農
業
体
験
交
流
施
設
、
食

彩
工
房
「
も
う
も
う
」
で
は
、
食
品
の

販
売
許
可
を
取
っ
た
は
ず
だ
が
、
指
定

管
理
者
の
22
年
度
損
益
計
算
書
で
は
、

パ
ン
販
売
の
実
績
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い

る
。
農
業
体
験
施
設
体
験
農
園
、
「
オ

ガ
ル
」
で
は
、
農
園
の
土
が
悪
く
、
大

が
か
り
な
入
れ
替
え
を
行
っ
た
が
、
そ

の
後
、
ど
う
な
っ
た
か
。

Ｑ
東
海
林
委
員
長

　

エ
ゾ
シ
カ
駆
除
は
、
１
５
０
頭
の
目

標
に
対
し
、
１
２
５
頭
を
捕
獲
。
目
標

に
近
づ
い
て
き
た
が
、
猟
友
会
十
人
程

　

指
定
管
理
者
で
、
パ
ン
の
販
売
許
可

を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
自
主
事
業

に
な
っ
て
い
る
た
め
損
益
計
算
に
は
現

れ
な
い
。
前
年
度
は
、
試
験
販
売
と
し

て
、
役
場
を
中
心
に
パ
ン
の
販
売
を
進

め
て
き
た
。
オ
ガ
ル
の
農
園
の
土
の
入

れ
替
え
は
、
中
山
間
ふ
る
さ
と
水
と
土

保
全
対
策
事
業
で
実
施
。
22
年
度
は
、

水
は
け
の
状
況
が
悪
い
ハ
ウ
ス
の
前
の

圃
場
６
百
㎡
を
整
備
し
直
し
た
。
そ
の

後
の
状
況
は
、
ぬ
か
る
み
等
が
な
く
な

り
、
非
常
に
使
い
や
す
く
な
っ
た
と
判

断
し
て
い
る
。

度
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
ご
く
一
部
の

人
だ
け
の
成
果
と
聞
い
て
い
る
が
、
実

態
を
伺
う
。

Ａ
小
林
産
業
建
設
課
参
事

　

大
体
９
割
の
部
分
が
一
人
の
実
績
で

あ
る
。
９
月
下
旬
か
ら
10
月
に
か
け
て

猟
友
会
と
個
人
ハ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
一
斉
駆
除
を
実
施
し
た
い
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

鍾
乳
洞
自
然
ふ
れ
あ
い
公
園
内
の
植

物
表
示
板
に
は
、
写
真
が
付
い
て
以
前

か
ら
み
る
と
大
変
良
く
な
っ
た
。
し
か

し
、
写
真
が
小
さ
く
、
歩
道
か
ら
離
れ

て
立
て
ら
れ
る
も
の
も
多
い
の
で
、
中

に
は
見
え
な
い
表
示
板
も
あ
る
の
で
、

工
夫
で
き
な
い
か
。
長
年
検
討
し
て
い

る
有
料
化
（
入
場
料
）
に
つ
い
て
、
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

公
園
施
設
内
の
植
物
表
示
に
関
し
て

は
、
改
め
て
検
証
し
、
見
や
す
く
わ
か

り
や
す
い
表
示
に
努
め
た
い
。
有
料
化

に
つ
い
て
は
、
結
論
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
基
本
的
に
は
、
実
現
の
方
向
で
検

討
し
て
き
た
が
、
鍾
乳
洞
の
新
洞
が
発

見
さ
れ
た
た
め
、
そ
れ
を
見
せ
ず
に
料

金
を
取
る
の
は
難
し
い
と
い
う
議
論
に

発
展
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
可
能
性
に
つ
い

て
も
、
昨
年
度
か
ら
検
証
し
て
お
り
、

で
き
る
だ
け
近
い
う
ち
に
構
想
検
討
協

議
会
で
方
針
を
ま
と
め
、
議
会
に
も
報

告
し
た
い
。
来
年
度
の
予
算
化
を
意
識

し
な
が
ら
議
論
を
進
め
た
い
。

農
林
水
産
業
費

労　
　

働　
　

費

エゾシカ一斉駆除で目標達成できるか
　　　　　　　　　どうなる鍾乳洞の有料化

商　
　

工　
　

費

新
洞
が
発
見
さ
れ
た
中
頓
別
鍾
乳
洞
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Ｑ
柳
澤
委
員

　

消
防
職
員
が
採
用
後
、
す
ぐ
辞
め
る

要
因
は
な
に
か
。
支
署
に
お
け
る
充
足

数
と
実
員
、
救
急
救
命
士
の
数
は
何
人

か
。

Ａ
野
邑
町
長

　

13
名
で
充
足
す
る
と
考
え
て
い
る
が
、

現
状
は
12
名
で
あ
る
。
う
ち
、
救
急
救

命
士
は
６
名
で
あ
る
。
来
年
度
１
名
の

採
用
を
予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
札

幌
圏
出
身
の
有
資
格
者
を
採
用
し
て
い

た
が
、
今
回
は
、
町
村
会
試
験
を
経
て

採
用
し
、
救
急
救
命
士
の
資
格
を
取
ら

せ
た
い
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

学
校
評
議
員
会
か
ら
の
報
告
に
対
し

て
、
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
関
わ

り
方
を
し
て
い
る
か
。

Ａ
青
木
教
育
次
長

　

学
校
評
議
員
会
と
教
育
委
員
会
と
の

直
接
的
な
会
議
は
持
た
れ
て
い
な
い
。

学
校
評
議
員
会
で
出
さ
れ
た
検
討
事
項

は
、
校
長
会
、
教
頭
会
等
を
通
じ
て
協

議
し
て
い
る
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

中
頓
別
町
学
校
統
合
審
議
会
と
文
化

財
保
護
委
員
会
の
活
動
内
容
を
伺
う
。

役
割
が
な
け
れ
ば
、
学
校
統
合
審
議
会

は
一
端
解
散
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
青
木
教
育
次
長

　

学
校
統
合
審
議
会
は
、
小
頓
別
小
中

学
校
が
統
合
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
現

在
、
実
質
的
な
活
動
は
な
い
。
中
頓
別

小
学
校
、
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

具
体
的
な
検
討
は
し
て
い
な
い
。
文
化

財
保
護
委
員
会
は
、
昨
年
、
１
回
し
か

開
催
し
て
い
な
い
。
こ
こ
２
、
３
年
、

活
動
も
停
滞
し
て
い
る
。
小
頓
別
に
あ

る
登
録
有
形
文
化
財
の
旧
丹
波
屋
の
対

応
や
文
化
財
保
護
の
た
め
、
資
源
の
洗

い
出
し
、
指
定
に
向
け
た
検
討
を
し
て

い
る
。

Ａ
米
屋
教
育
長

　

文
化
財
保
護
委
員
会
は
、
活
動
が
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
高
山
植
物
の

テ
シ
オ
コ
ザ
ク
ラ
や
砂
金
堀
跡
地
の
調

査
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
学
校
統

合
審
議
会
は
、
（
存
廃
の
）
方
向
性
を

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

　

町
税
の
徴
収
対
策
で
、
「
悪
質
な
滞

納
者
」
の
判
断
基
準
は
な
に
か
。
ど
の

よ
う
な
徴
収
の
仕
方
を
す
る
の
か
。

　

地
方
税
法
に
則
り
、
本
人
の
保
有
す

る
財
産
の
差
押
え
で
あ
る
。
22
年
度
は
、

預
金
及
び
国
税
と
道
税
の
還
付
金
の
差

押
え
２
件
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。
滞

納
者
は
、
千
差
万
別
で
あ
る
が
、
基
本

Ａ
小
林
産
業
建
設
課
参
事

　

農
業
委
員
の
費
用
弁
償
（
バ
ス
代
料

金
）
が
20
年
度
か
ら
間
違
っ
て
い
る
と

の
指
摘
を
受
け
、
23
年
度
中
に
過
不
足

を
す
べ
て
整
理
す
る
。

Ａ
中
原
産
業
建
設
課
長

　

役
場
庁
舎
管
理
業
務
委
託
契
約
は
、

現
在
、
単
年
度
契
約
と
し
て
い
る
が
条

例
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度
か
ら
長
期

継
続
契
約
と
し
た
い
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
藤
井
教
育
委
員
会
主
幹

　

教
職
員
健
康
診
断
事
業
、
人
間
ド
ッ

ク
は
、
予
算
９
万
円
に
対
し
て
決
算
は

２
万
円
。
教
職
員
巡
回
健
康
診
断
委
託

事
業
は
、
予
算
34
万
円
に
対
し
て
18
万

円
の
決
算
で
あ
り
、
両
方
と
も
予
算
を

大
幅
に
残
し
て
い
る
理
由
は
な
に
か
。

健
診
対
象
者
が
受
診
で
き
る
よ
う
働
き

か
け
て
い
る
か
。

　

教
職
員
の
人
間
ド
ッ
ク
は
、
町
単
独

実
施
で
は
な
く
、
公
立
学
校
共
済
組
合

の
ほ
う
か
ら
割
当
て
が
あ
り
、
そ
の
分

が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
か
は
、
当
初
予

測
で
き
な
い
の
で
、
予
算
を
多
め
に
計

上
し
て
い
た
。
町
単
独
で
の
検
診
は
、

教
職
員
全
員
の
分
を
み
て
お
り
、
予
算

額
と
執
行
額
に
差
が
出
て
く
る
。
検
診

が
必
要
な
教
職
員
が
受
診
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

的
に
は
誓
約
書
を
取
っ
て
も
支
払
わ
な

い
場
合
は
処
分
を
行
っ
て
い
る
。
納
税

の
意
思
を
示
さ
な
い
場
合
は
、
悪
質
と

判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

Ｑ
山
本
委
員

　

固
定
資
産
税
の
未
済
額
が
大
き
い
理

由
は
な
に
か
。
差
押
え
で
き
な
い
の
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
で
指

摘
さ
れ
た
７
項
目
の
事
項
に
つ
い
て
、

ど
う
対
処
す
る
の
か
伺
う
。

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

　

滞
納
者
の
多
く
は
、
町
外
在
住
者
と

倒
産
会
社
、
固
定
資
産
を
相
続
せ
ず
に

亡
く
な
っ
た
方
の
名
前
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
例
が
非
常
に
多
い
。
そ
の
方
々

に
は
毎
年
課
税
し
て
い
る
が
、
納
付
書

が
出
せ
な
い
た
め
、
毎
年
課
税
額
と
し

て
残
り
、
積
み
上
が
る
こ
と
に
な
る
。

差
押
え
は
、
直
接
本
人
と
連
絡
が
と
れ

な
け
れ
ば
で
き
な
い
。

町
税
〜
地
方
交
付
税

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
総
括
質
疑

消防職員地元採用で救急救命士を育成
　　　　　　悪質な滞納者には差押えを実施中

消　
　

防　
　

費

教　
　

育　
　

費

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

救
急
救
命
士
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
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Ａ
石
川
保
健
福
祉
課
長

　

脳
ド
ッ
ク
ス
タ
ッ
フ
の
昼
食
代
を
町

長
交
際
費
か
ら
支
出
し
て
い
た
が
、
今

後
は
、
食
料
費
等
で
対
応
し
た
い
。

Ａ
野
邑
町
長

　

医
師
養
成
費
貸
付
金
に
つ
い
て
、
今

ま
で
連
帯
保
証
人
に
２
回
ほ
ど
口
頭
で

償
還
の
要
請
を
し
て
き
た
が
、
13
日
、

文
書
で
要
請
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

Ａ
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

「
中
頓
別
へ
の
移
住
を
進
め
る
実
行

委
員
会
」
の
会
計
上
、
個
人
か
ら
の
借

入
れ
は
、
不
適
切
で
あ
り
、
今
年
度
中

に
解
消
し
た
い
。

Ａ
野
邑
町
長

　

職
員
に
よ
る
立
替
払
に
つ
い
て
、
現

行
の
伝
票
会
計
に
見
合
っ
た
財
務
規
則

の
全
面
改
正
が
必
要
で
あ
り
、
宗
谷
町

村
会
全
体
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、

至
急
、
検
討
す
る
よ
う
指
示
す
る
。

Ａ
石
川
保
健
福
祉
課
長

　

本
来
無
報
酬
で
あ
る
民
生
委
員
へ
の

報
酬
支
給
に
つ
い
て
、
委
員
の
高
年
齢

化
、
人
口
減
少
な
ど
で
、
候
補
者
の
発

掘
が
難
し
い
と
い
う
現
状
も
あ
る
。
今

後
ど
の
よ
う
な
方
法
が
一
番
よ
い
か
検

討
し
た
い
。

沿
っ
て
、
改
善
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

Ｑ
本
多
委
員

　

特
定
検
診
の
対
象
者
数
と
受
診
率
を

伺
う
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

本
来
は
、
監
査
委
員
の
指
摘
に
あ
る

よ
う
に
無
報
酬
と
い
う
趣
旨
は
尊
重
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
報
酬
で
も
、

他
の
方
法
で
手
厚
く
支
援
す
る
や
り
方

も
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

Ａ
野
邑
町
長

　

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
で
は
、

大
変
難
し
い
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

報
酬
や
費
用
弁
償
が
適
正
な
額
で
支
給

で
き
る
か
ど
う
か
、
全
道
１
７
９
市
町

村
の
仕
組
み
も
調
査
し
た
上
で
判
断
し

て
い
き
た
い
。
当
然
、
条
例
改
正
や
廃

止
が
絡
む
の
で
、
少
し
時
間
を
い
た
だ

き
た
い
。

Ａ
石
川
保
健
福
祉
課
長

　

対
象
者
は
、
国
保
加
入
者
で
５
百
名

程
度
、
目
標
は
50
％
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
受
診
者
は
１
８
０
名
程
度
で
あ
る
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

国
民
健
康
保
険
税
の
収
入
未
済
額
が
、

総
額
で
５
百
万
円
を
超
え
て
い
る
。
滞

納
処
分
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

Ａ
石
川
保
健
福
祉
課
長

　

22
年
度
か
ら
、
税
担
当
と
連
携
し
て
、

滞
納
者
の
方
々
に
短
期
証
発
行
を
行
っ

て
い
る
。
保
険
証
の
有
効
期
限
で
あ
る

２
カ
月
毎
に
来
庁
し
て
い
た
だ
く
仕
組

み
で
あ
る
。
発
行
者
は
14
名
で
、
そ
の

う
ち
４
名
は
完
納
し
て
い
る
。
そ
れ
な

り
の
効
果
が
あ
り
継
続
し
た
い
。

Ａ
遠
藤
総
務
課
長

　

国
保
税
に
つ
い
て
も
道
町
民
税
、
固

定
資
産
税
と
同
様
に
国
税
、
道
税
等
の

差
し
押
さ
え
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
石
川
保
健
福
祉
課
長

　

短
期
証
の
有
効
期
間
は
、
ど
の
よ
う

に
決
め
る
の
か
。
保
険
者
ご
と
に
決
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

　

国
保
税
滞
納
者
に
係
る
措
置
の
実
施

要
綱
に
よ
っ
て
、
町
村
が
独
自
に
決
め

て
実
施
で
き
る
。
当
町
は
２
カ
月
毎
と

し
た
。

Ｑ
柳
澤
委
員

Ａ
柴
田
国
保
病
院
事
務
長

　

監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見
書
で
指

摘
さ
れ
た
２
点
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
の
か
伺
う
。

Ｑ
柳
澤
委
員

　

昨
日
の
一
般
会
計
の
決
算
書
の
中
で
、

前
院
長
か
ら
の
医
師
養
成
費
貸
付
金
の

未
収
金
が
、
一
般
会
計
の
雑
入
で
計
上

さ
れ
て
い
る
。
本
来
、
病
院
事
業
会
計

　

一
点
目
の
国
保
病
院
の
財
務
規
則
の

特
例
規
則
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
定

め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
制
定

作
業
に
着
手
し
た
い
。
固
定
資
産
台
帳

と
貸
借
対
照
表
上
の
数
値
の
乖
離
は
、

５
年
か
ら
10
年
度
以
内
の
処
理
期
間
を

目
途
に
解
消
し
た
い
。

Ｑ
柳
澤
委
員

Ａ
柴
田
国
保
病
院
事
務
長

　

平
成
２
年
４
月
31
日
以
降
の
病
院
事

務
長
が
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
貸
付
金
事

務
を
引
き
継
い
で
や
っ
て
き
た
か
調
査

し
、
報
告
し
て
い
た
だ
け
る
か
。

　

貸
付
が
始
ま
っ
た
平
成
２
年
当
時
の

処
理
経
過
を
見
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い

が
、
基
本
的
に
は
、
病
院
事
業
会
計
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。
ど
の
よ
う
に
処

理
さ
れ
て
き
た
か
は
、
今
後
、
調
べ
た

い
。
平
成
２
年
４
月
31
日
ま
で
の
病
院

事
務
長
は
、
佐
藤
英
紀
氏
で
あ
る
。
そ

の
後
は
、
人
事
異
動
が
あ
り
他
の
方
に

代
わ
っ
て
い
る
。

Ａ
野
邑
町
長

　

医
師
養
成
費
貸
付
金
に
つ
い
て
は
、

病
院
会
計
が
黒
字
で
は
な
い
の
で
、
不

足
分
に
つ
い
て
は
一
般
会
計
か
ら
全
額

補
て
ん
す
る
形
を
取
っ
て
い
た
。
医
師

養
成
費
、
看
護
師
養
成
費
等
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
で
対
応
す
る
の
が
、

当
時
の
一
般
的
な
対
応
で
あ
ろ
う
。
前

に
答
弁
し
た
と
お
り
、
病
院
の
収
入
に

な
れ
ば
、
消
費
税
の
対
象
に
な
る
の
で
、

一
般
会
計
の
雑
入
で
受
け
て
い
る
。

Ａ
柴
田
国
保
病
院
事
務
長

　

調
べ
て
報
告
し
た
い
。

で
計
上
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。
貸

付
は
、
一
般
会
計
、
病
院
事
業
会
計
の

い
ず
れ
か
ら
行
わ
れ
た
の
か
。
歴
代
病

院
事
務
長
は
、
こ
れ
に
ど
の
よ
う
に
関

わ
っ
て
い
た
の
か
。

無報酬が原則の民生委員に手厚い支援を！
　　　　　　　国保税滞納者には短期証を発行

特
別
会
計
・企
業
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
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料
金
、
経
営
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

○
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

黄
金
湯
の
甦
り
事
業
の
申
請
書
の
中
に

詳
細
な
経
営
計
画
ま
で
は
な
い
が
、
基
本

的
な
考
え
方
は
、
単
な
る
営
利
を
目
的
と

し
た
公
衆
浴
場
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
、
ヘ
ル
ス
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

（
健
康
づ
く
り
）
の
実
践
が
目
的
。
休
息
、

癒
し
、
精
神
交
流
な
ど
、
健
康
増
進
と
深

い
関
係
を
持
つ
、
公
衆
浴
場
の
本
来
的
な

機
能
を
最
大
限
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
考

え
方
で
あ
る
。
今
年
度
は
、
旧
来
の
ボ
イ

ラ
ー
を
再
生
し
て
使
う
た
め
、
燃
料
費
が

相
当
か
か
り
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の

は
難
し
い
と
思
う
。

●
山
本
議
員

　

黄
金
湯
甦
り
事
業
で
、
補
助
金
が
１
百

94
万
２
千
円
、
自
己
資
金
が
１
百
94
万
３

千
円
と
な
っ
て
い
る
が
、
約
２
百
万
円
の

補
助
金
を
出
し
て
、
１
年
、
２
年
経
っ
て
、

と
て
も
経
営
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
辞

め
た
と
き
に
は
ど
う
な
る
の
か
。

○
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

事
業
を
継
続
で
き
な
い
場
合
は
、
基
本
的

に
10
年
間
の
活
用
し
て
い
た
だ
く
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
至
ら
な
い

場
合
は
、
年
数
割
で
返
却
し
て
い
た
だ
く
。

●
山
本
議
員

　

黄
金
湯
が
再
開
す
る
と
敏
音
知
温
泉
へ

の
影
響
が
相
当
あ
る
と
思
う
。
そ
の
対
策

は
ど
う
な
る
の
か
。

○
野
邑
町
長

　

特
別
な
対
策
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

【
主
な
質
疑
】

●
柳
澤
議
員

　

ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
に
１
千
１
百
万

円
を
か
け
て
い
る
が
、
目
指
す
と
こ
ろ
が

見
え
な
い
。
研
修
や
講
師
に
金
を
使
っ
て

し
ま
っ
て
、
成
果
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
の
で
、
具
体
的
な
構
想
を
伺

う
。

○
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

今
の
段
階
で
は
、
資
源
と
し
て
は
、
一

定
程
度
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
と
の
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
い
ろ
い
ろ
工
夫
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。
方
向
性
を
ま

と
め
、
そ
の
上
で
理
事
者
と
の
協
議
、
あ

る
い
は
議
会
へ
の
報
告
と
い
っ
た
形
を
取

り
た
い
。

●
柳
澤
議
員

　

黄
金
湯
は
、
採
算
が
合
わ
な
く
て
、
結

局
は
経
営
が
成
り
立
た
な
か
っ
た
。
利
用

主
な
内
容
は
、
道
北
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
給
油

基
地
燃
料
保
管
施
設
設
置
工
事
３
百
万
円

（
枝
幸
地
区
）
、
消
火
栓
移
設
工
事
１
百

30
万
円
（
枝
幸
地
区
）
、
第
３
分
団
消
防

モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
交
換
工
事
１
百
82
万

円
（
小
頓
別
地
区
）
。

　

７
月
15
日
に
招
集
さ
れ
た
第
３
回
臨
時

会
で
は
、
南
宗
谷
衛
生
組
合
及
び
南
宗
谷

消
防
組
合
議
会
報
告
の
ほ
か
、
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
福
島
県
の
子
供
た
ち
を

夏
休
み
中
受
け
入
れ
支
援
す
る
た
め
の
補

助
金
68
万
７
千
円
の
ほ
か
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
共
聴
ア
ン
テ
ナ
改
修
事
業
補
助
金

41
万
５
千
円
な
ど
を
計
上
し
た
議
案
第
44

号　

一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決
。
こ
れ

に
よ
り
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
百
30
万
４
千
円

を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
、
31
億
２
千

５
百
70
万
６
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

【
第
１
回
南
宗
谷
衛
生
施
設
組
合
議
会
臨

時
会
報
告
】

　

６
月
22
日
、
南
宗
谷
衛
生
施
設
組
合
議

事
堂
（
浜
頓
別
町
）
で
開
催
さ
れ
た
議
会

に　

本
町
か
ら
、
本
多
議
員
、
宮
崎
議
員

が
出
席
。
副
議
長
の
選
挙
で
本
多
議
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
２
回
南
宗
谷
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

報
告
】

　

６
月
22
日
、
南
宗
谷
消
防
組
合
庁
舎
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
セ
ン
タ
ー
（
枝
幸
町
）

で
開
催
さ
れ
た
議
会
に
本
町
か
ら
山
本
議

員
、
細
谷
議
員
が
出
席
。
副
議
長
の
選
挙

で
、
山
本
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
第
７
号　

平
成
23
年
度
南
宗
谷
消

防
組
合
会
計
補
正
予
算
審
議
で
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
百
９
万
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
７
億
１
千
79
万
１
千
円
に
。
歳
出
の

第
３
回
中
頓
別
町
議
会
臨
時
会

　

９
月
26
日
に
招
集
さ
れ
た
第
４
回
臨
時

会
で
は
、
議
案
第
57
号　

一
般
会
計
補
正

予
算
を
可
決
。
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
千
９
百
57

万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額
は
、

31
億
７
千
８
百
33
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
う
ち
、
総
務
費
の
企
画
費
に
消

費
生
活
教
育
講
座
講
師
謝
金
60
万
円
、
地

域
づ
く
り
活
動
支
援
補
助
金
２
百
54
万
円

（
渡
辺
由
起
子
氏
の
黄
金
湯
甦
り
事
業
、

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
愛
好
会
の
二
人
乗
り
パ

ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
カ
メ
ラ
、
パ
ソ
コ
ン
購

入
事
業
）
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

事
業
費
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
巡
回
車
３
百

33
万
円
、
農
林
水
産
業
費
で
有
害
鳥
獣
対

策
の
た
め
、
ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
わ
な
な
ど

に
17
万
円
、
商
工
費
で
は
、
ピ
ン
ネ
シ
リ

温
泉
の
導
水
管
改
修
工
事
に
１
千
５
万
円

を
計
上
。
歳
入
は
、
国
か
ら
の
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
２
百
24
万
円
、
道
か
ら

の
北
海
道
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業
補
助

金
１
百
37
万
円
、
地
域
づ
く
り
総
合
交
付

金
１
千
５
百
万
円
、
ま
ち
づ
く
り
基
金
繰

入
金
２
百
54
万
円
、
前
年
度
繰
越
金
５
百

43
万
円
な
ど
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
４
回
中
頓
別
町
議
会
臨
時
会

臨時会の結果臨時会の結果

餅撒きで再開を祝う黄金湯
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　第３回定例会では、会期末である９月14日に次の意見書、
請願を全会一致で可決・採択しました。

　本道の森林・林業・木材産業を取り巻く環境は依然として
厳しい状況にあり、林業の安定的発展と山村の活性化を図っ
ていくためには、「森林・林業再生プラン」に基づき、森林
施業の集約化、路網の整備、人材の育成等を積極的に進める
とともに、道産材の利用促進により、森林・林業の再生を図
ることが重要。また、東日本大震災の速やかな復興にむけて、
木材の供給に向けた被災地域及び全国における森林・林業再
生を加速化すること、低炭素社会の実現に着目した公共建築
物や民間住宅・事業所等での地域材の利用推進、新たなエネ
ルギー政策の転換の検討に当たって、木質バイオマスエネル
ギーを最大限活用するなどの国産材の利用拡大を推進するこ
となどを求める意見書です。
■発議者：山本得惠、賛成者：細谷久雄
■提出先：衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大
　臣・農林水産大臣・国土交通大臣・文部科学大臣・経済産
　業大臣・環境大臣

発議第４号　森林・林業・木材産業施策の積極的な展
開に関する意見書

　東日本大震災を教訓に、防災対策の検証と被災地域への支
援方策の確立、復旧・復興に向けた地方経済対策と地方財源
の確保、災害から住民を守る強いインフラの整備、原子力発
電所の安全確保、エネルギー政策の転換などの早期実現を強
く求める意見書です。
■発議者：細谷久雄、賛成者：柳澤雅宏
■提出先：衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大
　臣・財務大臣・農林水産大臣・国土交通大臣・経済産業大
　臣・復興対策、防災担当大臣、環境、原発事故担当大臣

発議第５号　東日本大震災を教訓とした大規模災害対
策を求める意見書

　東日本大震災と福島第１原発の事故は、日本人がかつて経
験したことのない精神的苦痛と甚大な被害をもたらしており、
未曾有の国難に対して、被災地の復旧・復興の支援はもとよ
り、わが国の食料安定供給に貢献するため、北海道が持つ潜
在能力を最大限に発揮し持続可能な農業の確立を図るため、
平成24年度農業予算編成ならびに税制改正では、例外なき関
税撤廃を原則とするＴＰＰ交渉への参加は断じて行わないこ
と、戸別所得補償制度をはじめとする農業政策について、生
産者が安心して営農に取り組めるよう制度の法制化などを求
める意見書です。この意見書の提出を国に求める内容の請願
第１号も全会一致で採択されました。
■発議者：柳澤雅宏、賛成者：細谷久雄
■提出先：内閣総理大臣・内閣官房長官・外務大臣・経済産
　業大臣・農林水産大臣

発議第６号　平成24年度農業予算編成ならびに税制改
正に関する意見書
請願第１号　平成24年度農業予算編成ならびに税制改
正に関する請願

意見書・請願

室
で
の
相
談
窓
口
と
役
場
で
の
職
員
対
応

が
あ
り
、
相
談
員
は
明
確
に
は
決
め
て
い

な
か
っ
た
。
事
務
の
進
め
方
の
ま
ず
さ
に

尽
き
る
。

●
本
多
議
員

　

消
費
者
教
育
・
啓
発
活
動
化
事
業
の
変

更
は
で
き
る
の
か
。

○
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

基
本
的
に
は
事
業
計
画
に
沿
っ
て
進
む

が
、
中
身
の
変
更
が
、
全
く
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
。

ン
・
ジ
ェ
レ
ッ
ト
氏
を
会
長
と
し
て
、
７
、

８
名
の
方
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

愛
好
会
と
し
て
の
実
績
は
ま
だ
な
く
、

今
回
の
申
請
に
あ
わ
せ
て
愛
好
会
を
設
立

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

●
東
海
林
議
員

　

北
海
道
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業
で
、

相
談
員
が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
の
は
、

ど
う
い
う
理
由
か
。

○
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

消
費
生
活
相
談
は
、
郷
土
資
料
館
図
書

い
。
敏
音
知
温
泉
は
、
民
間
会
社
と
し
て

経
営
努
力
を
し
な
が
ら
、
利
用
者
増
に
取

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
敏
音

知
温
泉
の
廃
止
は
考
え
て
い
な
い
の
で
、

双
方
が
相
互
効
果
を
発
揮
し
て
、
努
力
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

●
柳
澤
議
員

　

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
愛
好
会
な
る
団
体
の

現
状
、
活
動
状
況
を
伺
う
。

○
小
林
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
愛
好
会
は
、
ボ
ー
セ

ボーセン・ジェレット氏はパラグライ
ダーのインストラクター



なかとんべつ町議会だより１７４号 22

いきいきふるさと
常任委員会だより

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で
は
、
閉
会

中
の
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、
６
月
17
日
に
環
境

基
本
計
画
に
つ
い
て
、
８
月
30
日
に
公
共
工
事
の

視
察
及
び
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
調
査
結
果
は
、
第
３
回
臨
時
会
及
び
第

３
回
定
例
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◇
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
４
月
１
日
に
決
定
さ
れ
た
環
境
基
本

計
画
は
、
平
成
15
年
度
に
芽
吹
い
た
「
環
境
な
か

と
ん
べ
つ
町
民
会
議
」
活
動
の
終
着
点
で
あ
り
、

環
境
基
本
条
例
に
基
づ
く
政
策
を
実
現
す
る
具
体

的
な
計
画
と
し
て
の
期
待
度
も
大
き
か
っ
た
。
計

画
期
間
は
、
平
成
23
年
か
ら
33
年
ま
で
の
11
年
間

で
あ
る
が
、
具
体
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
盛
り
込

ま
れ
て
お
ら
ず
、
行
動
計
画
の
策
定
を
待
た
な
け

れ
ば
、
環
境
基
本
条
例
の
実
効
性
に
つ
い
て
評
価

を
下
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
行
動
計
画
に
取
り
込

む
事
業
の
多
く
が
、
既
存
の
政
策
で
あ
る
と
し
た

ら
、
す
で
に
予
算
化
さ
れ
て
お
り
、
町
政
執
行
方

針
表
明
時
に
は
、
具
体
的
な
内
容
が
示
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

町
政
執
行
方
針
で
は
、
「
基
本
条
例
・
基
本
計

画
に
基
づ
く
環
境
の
保
全
の
創
造
に
取
り
組
む
最

初
の
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
町
民
や
町
外
へ
の
発

信
に
力
を
注
ぐ
」
と
表
明
さ
れ
た
が
、
町
長
が
理

想
と
す
る
「
川
が
き
」
の
遊
ぶ
清
流
を
ど
の
よ
う

に
復
活
さ
せ
る
の
か
、
手
法
も
工
程
も
見
え
な
い

ま
ま
で
あ
る
。
第
７
期
総
合
計
画
と
環
境
基
本
計

画
の
整
合
性
の
確
保
を
理
由
に
行
動
計
画
の
策
定

が
遅
れ
れ
ば
、
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
く
政
策
の

執
行
は
、
実
質
来
年
度
ス
タ
ー
ト
と
な
り
か
ね
な

い
。
具
体
的
な
行
動
計
画
が
な
け
れ
ば
、
町
民
に

対
し
、
わ
か
り
や
す
い
環
境
政
策
の
周
知
も
で
き

ず
、
理
解
や
共
感
も
生
ま
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
早

急
な
策
定
を
求
め
る
。

◇
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
配
布
に
よ
り
、
住
民

の
危
機
管
理
に
対
す
る
意
識
を
喚
起
し
、
万
が
一

の
災
害
に
対
す
る
備
え
に
気
づ
か
せ
る
こ
と
に
役

立
っ
た
と
一
定
の
評
価
は
で
き
る
が
、
町
と
し
て

主
体
的
に
住
民
へ
の
災
害
対
応
指
導
、
地
域
防
災

組
織
等
の
設
立
支
援
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

◇
公
共
工
事
視
察

　

視
察
し
た
総
合
計
画
登
載
の
公
共
工
事
現
場

①
森
林
管
理
道
弥
生
線
開
設
工
事

②
町
道
中
頓
別
弥
生
線
道
路
改
良
工
事
１
工
区

③
町
道
中
頓
別
弥
生
線
道
路
改
良
工
事
２
工
区

④
中
頓
別
中
学
校
体
育
館
耐
震
改
修
工
事

⑤
天
北
厚
生
園
施
設
移
転
増
改
修
事
業

⑥
基
幹
作
業
道
松
音
知
１
号
線
開
設
工
事

⑦
町
道
敏
音
知
原
野
線
舗
装
新
設
工
事
（
Ｔ
Ｍ
Ｒ

セ
ン
タ
ー
に
通
じ
る
町
道
）

　

一
概
に
測
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
各
種
林
道
、

町
道
整
備
工
事
等
が
ど
れ
だ
け
の
費
用
対
効
果
を

持
つ
の
か
、
説
明
が
不
十
分
で
あ
る
。

　

今
後
の
公
共
工
事
は
、
事
前
評
価
、
事
後
評
価

に
よ
っ
て
、
費
用
対
効
果
を
測
定
し
、
議
会
に
報

告
の
上
、
予
算
化
、
執
行
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　

公
共
事
業
全
般
に
つ
い
て
、
事
業
選
択
段
階
か

ら
事
業
完
了
後
に
至
る
ま
で
の
事
業
の
実
施
過
程

の
透
明
性
及
び
客
観
性
を
確
保
し
、
よ
り
効
果
的
、

効
率
的
な
事
業
の
実
施
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

次
の
所
管
事
務
調
査

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
は
、
第
４
回

（
12
月
）
定
例
会
ま
で
に
、
次
の
事
項
の
調
査
を

行
い
ま
す
。

①
認
定
こ
ど
も
園
の
運
営
、
②
幼
児
教
育
と
学
校

教
育
の
一
元
化
、
③
環
境
基
本
計
画
、
④
総
合
計

画
、
⑤
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
、
⑥
所
管
事
務
の
う

ち
緊
急
を
要
す
る
事
項

行
動
計
画
な
け
れ
ば
環
境
基
本
計
画
空
論
に

　

危
機
に
役
立
つ
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
か
？

　
　

公
共
工
事
は
費
用
対
効
果
の
測
定
を
！

必要な公共工事か!?基幹作業道松音知１号線開設工事調査

ハザードマップとは !?ハザードマップとは !?ハザードマップとは !?ハザードマップとは !?
　災害が発生した場合に備えて、
住民が自主的に迅速に避難できる
よう、被害の想定される区域と被
害の程度、さらに避難場所、避難
経路などの情報を地図上に明示し
たもの
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～私の思い～

　このコーナーでは、それぞれ
の議員が町づくりや議会活動な
どについて思いを綴ります。毎
号１名の議員が語る提言・苦言
・呟きにご期待を！

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

賛否だけではない
　第３回定例会では、議案第５１号　訴訟（反訴）の提起と議案第５２号　一般会計補正予算で、議員
の賛否が分かれました。
　とかく、首長の追認機関としての「異議なし議会」の弊害がとりあげられる昨今、賛否が分かれるの
は、行政をチェックする本来の機能が果たされているかを見極める重要な判断材料でしょう。
　議案に対して、議員は、質疑の後、賛成、反対の討論を行い、採決に付されるわけですが、議長は、
賛成者の起立を求め、その数が過半数であれば、可決と宣言します。
　いわば議案に対して「積極的な賛成者」の数を認定しているだけで、立たない議員が全員反対とは限
りません。なかには、判断に迷い、「積極的賛成者」になれない態度保留者や棄権者がいる場合もあります。
　これは、近代議会の大原則で「可とする方を諮（はか）る原則」と言います。
　こうした採決の方法で議事を決することが、完全無欠かどうかは別として、議員の主張の隔たりを賛
成、反対の二者択一で終わらせてよいものか、言論の府として試される場面があります。
　わが町の議会では、委員会の審議で賛否の表明の前に「自由討議」を行っていますが、これは、徹底
的な話し合いによって、できるだけ意見を一点に集約するしくみです。
　自由討議制度が熟せば、討論を行う必要が薄れ、立法機関としての議会が首長提案よりも、より良い
修正案を生み出す可能性が高まります。
　日程最終日に、全議員が所属するいきいきふるさと常任委員会から、「医師養成費貸付金返還請求訴
訟（反訴）にかかる決議」が提案され、全会一致で可決されましたが、これは、反訴議案に対する賛否
の表明を超えて、議員が住民目線で議論を重ね議会の意思を一つにした好例でしょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（綴人：柳澤雅宏）

賛否が分かれる議会は健全さの証明

　議会は、町民の暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃべり場」
です。議会では、議会だよりで必要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを定例会や各
種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、１２月に招集されます。日程は、議会だより臨時号などでお知らせします。
　多くの町民のみなさまの傍聴をお待ち申しあげております。

議会を傍聴しましょう
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　全道町村議会議員研修会が、７月５日、札幌市の
コンベンションセンターで開かれ全議員が参加。
　道内各地から集まった 1,650 名の町村議会議員は、
講師である東京大学先端科学技術研究センター教授
の御厨貴（みくりや・たかし）氏、経済評論家の内
橋克人（うちはし・かつと）氏（写真）の講演に耳
を傾けました。
　東日本大震災復興構想会議議長代理も務める御厨
さんは、『今後の政党政治の行方』と題した講演で、
「東北三県の首長に聞いたところ、中央と被災地を
結び付ける人がほしいとの声が圧倒的に多い。復興
の哲学は、「つなぎ」である」と、人材確保が最重
要の課題と指摘。
　被災地でボランティア活動に携わる平成生まれの
若者たちを評して、「政治に無関心ではなく、イン
ターネットを活用し情報を共有している。近い将来、
気負いのない彼らのやわらかな政治意識が、政党政
治をがらりと変える」と予想しました。
　神戸市出身の内橋さんは、『今後の日本経済展望』
との演題ながら、阪神淡路大震災の経験から、「東
日本大震災でも、公的支援など、国はなすべきこと
をなしていない」と、その無策ぶりとボランティア
や自治体任せの復興対応を痛烈に批判。「原発事故
による放射能は、スロー・デス（緩やかなる死）を
運んでくる。住民を守るのは、基礎的自治体を担う
町村議会の議員でなければならない」と、危機対応
に備えるよう求めました。
　日本の食糧事情について、「ＴＰＰ参加を許して
はならない。食糧自給率が異常に低いわが国は飢餓
寸前。お金さえ出せば他国から穀物、食糧を買える
と思うのは大錯覚。生産国がいまや輸出しない」と、
事態の深刻さに警鐘を鳴らしました。
　内橋さんは、地方を救う手立てとして、「Ｆ」（フ
ード・食料や農業）、「Ｅ」（エネルギー・再生可能
な自然エネルギー）、「Ｃ」（ケア・介護、看護など
の福祉、人間関係、コミュニティ）の自給圏を確立
することを提言。国内外の「ＦＥＣ（フェック）自
給圏」の実践例を紹介し、「賢さと勇気を兼ね備え
た議会議員こそが、人々を幸せにできる」とエール
を送りました。
　　　　　　　　　　　　　　（報告者：細谷久雄）

内
橋
克
人
さ
ん
が
、
国
の
大
震
災
対
応
を
批
判

全道町村議会議員研修会報告

編　

集　

後　

記

　

季
節
は
晩
秋
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
寒
い
冬
を
迎
え
ま
す
。

　

先
の
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る
備
え
を
十
分
に
心
掛
け
て
い
る
つ
も
り

で
す
が
、
大
震
災
を
目
の
当
た
り
に
し
、
更
な
る
防
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
痛
感
。
ま
た
、
社
会
経
済
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
先
行
き
が
不
透
明
で
す
。
各
自
治
体
に
及
ぼ
す

影
響
も
大
き
く
、
わ
が
町
の
財
政
も
大
変
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思

い
ま
す
。
議
会
改
革
が
潮
流
に
な
っ
て
い
る
今
日
、
そ
の
活
動
を
町

民
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
議
会
だ

よ
り
を
通
じ
て
透
明
性
と
可
視
化
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
会
が
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
身
近
で
親
し
み
の
持
て
る
存
在

と
な
る
こ
と
を
願
い
、
紙
面
づ
く
り
に
励
む
所
存
で
す
の
で
、
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会（
細
）

５日　全道町村議会議員研修会（札幌市）
８日　天北線代替輸送連絡調整協議会及び幹
　　　線道路稚内音威子府間早期整備促進期
　　　成会総会（浜頓別町）
13日　町村議会新任議員研修会（札幌市）
15日　第３回臨時会
26日　いきいきふるさと常任委員会

４日　いきいきふるさと常任委員会（稚内市
　　　・委員派遣）
10日　議会運営委員会
18日　議会広報研修会（札幌市）
19日　議会運営委員会
30日　いきいきふるさと常任委員会
　　　議会運営委員会

２日　議会運営委員会
12日～14日　
　　　第３回定例会、いきいきふるさと常任
　　　委員会、決算審査特別委員会、
　　　議会広報編集特別委員会、全員協議会
26日　第４回臨時会
　　　いきいきふるさと常任委員会
30日　北・北海道中央圏域定住自立圏形成協
　　　定合同調印式（名寄市）

23年７月

８月

９月

12日　議会広報編集特別委員会
18日　いきいきふるさと常任委員会

10月

議会の動き


